
下、

著
し
い
皮
下
出
血
斑
や
頭
蓋
骨
々
折
あ
る
い
は
刺
切
創
や
頸
部
の
索
溝
な
ど
の
「
異
状
」
が
、
外
表
か
ら
認
め
ら
れ
る
死
体
（
以

こ
の
よ
う
に
、
な
ん
ら
か
の
「
異
状
」
の
あ
る
死
体
の
こ
と
を
「
異
状
死
体
」
、
か
か
る
「
異
状
」
を
と
も
な
う
死
亡
の
こ
と
を
「
異

五四三 ニ ー
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序

論

都
立
広
尾
病
院
事
件

死
亡
診
断
書
か
、
死
体
検
案
書
か

医
師
法
ニ
―
条
で
い
う
「
異
状
」
と
は

医
師
法
ニ
一
条
の
届
出
義
務
と
黙
秘
権

都
立
広
尾
病
院
事
件
の
検
討
を
中
心
に
し
て

主
治
医
の
医
療
過
誤
と
医
師
法

田

中

条
の
届
出
義
務

圭
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状
死
」
と
呼
ぶ
）
は
、
殺
人
や
傷
害
致
死
な
ど
の
犯
罪
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
被
害
者
の
死
体
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
か
よ
う
な
「
異
状
」

は
、
医
師
が
死
体
検
案
書
（
後
出
）
を
作
成
す
る
た
め
に
当
の
死
体
を
「
検
案
」
（
医
師
が
死
因
な
ど
を
解
明
す
る
た
め
に
、
死
体
の
主

に
外
表
を
検
査
す
る
こ
と
。
後
出
）
す
る
さ
い
に
、
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
医
師
法
ニ
―
条
は
「
医
師
は
、
死
体
…
を
検

案
し
て
異
状
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
二
十
四
時
間
以
内
に
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
こ
れ
に
違
反

し
た
医
師
は
、
同
法
三
三
条
の
二
に
よ
り
五
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
な
お
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
都

立
広
尾
病
院
事
件
〔
以
下
、
本
件
と
呼
ぶ
〕
当
時
は
、
旧
三
三
条
に
よ
り
一
万
円
以
上
二
万
円
以
下
の
罰
金
で
あ
っ
た
）
。
こ
う
い
っ
た

「
医
師
の
異
状
死
体
の
届
出
義
務
違
反
の
罪
」
（
以
下
、
本
罪
と
呼
ぶ
）
の
規
定
は
、
古
く
か
ら
あ
り
（
た
と
え
ば
明
治
三
九
年
の
醤
師

法
施
行
規
則
九
条
は
、
「
醤
師
屍
麓
ヲ
…
検
案
シ
異
朕
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
ニ
十
四
時
間
以
内
二
所
轄
警
察
官
署
二
届
出
ヘ
シ
」
と
規

定
し
て
い
た
）
、
右
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
、
犯
罪
の
発
見
・
捜
査
と
い
っ
た
司
法
警
察
活
動
へ
の
協
力
義
務
を
医
師
に
課

(
4
)
 

す
と
い
っ
た
趣
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
と
い
う
以
上
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
と
い
っ
た
過
失
犯
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
出
）
。

(
5
)
 

二
本
件
は
、
看
護
師
が
点
滴
器
具
に
注
入
す
る
薬
液
を
取
り
違
え
、
別
の
看
護
師
が
こ
れ
を
確
認
せ
ず
に
点
滴
器
具
に
注
入
し
た
た

め
に
患
者
が
死
亡
し
た
と
い
う
医
療
事
故
な
い
し
医
療
過
誤
の
事
案
で
、
本
件
被
告
人
で
あ
る
都
立
広
尾
病
院
の
院
長
（
当
時
）
が
「
検

案
」
を
し
た
主
治
医
と
共
謀
し
て
（
共
謀
共
同
正
犯
）
、
所
轄
警
察
署
へ
の
「
異
状
死
体
」
の
届
出
を
怠
っ
た
と
し
て
被
告
人
に
本
罪
の

(
6
)
 

成
立
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
（
最
判
平
一
六
•
四
・
一
三
判
タ
―
―
五
三
・
九
五
、
判
時
一
八
六
一
・
一
四

0
)。

本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
医
療
事
故
が
起
き
た
平
成
―
一
年
の
少
し
前
位
か
ら
、
医
療
事
故
を
起
こ
し
た
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
従
事
者
の
法
的
責
任
や
病
院
の
体
質
（
「
医
療
事
故
隠
し
」
な
ど
）
あ
る
い
は
医
療
現
場
で
飛
び
交
う
不
明
朗
な
金
銭
問
題
（
た
と
え

ば
医
療
費
以
外
に
、
医
師
が
患
者
か
ら
平
気
で
受
け
取
る
高
額
の
現
金
謝
礼
や
医
師
が
公
務
員
で
あ
る
場
合
の
収
賄
問
題
）
な
ど
に
対
す
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¥;'I .. 彎

辛診 療翌珍入 弘日ク 死 、｛、王、 ....... 4 

療 行療亡射
行為 行 0 • 診

為 為 麻療
の中自 酔行
過ま体 為
誤た が 手に
やは関 術関
過比 与 連
失較し

査検 たし
の的て

有後直い
. 予

無る 分期
をの可 娩し
問急能 なな
わ死性 どい
な での あ死
し‘ ‘あ ら亡
゜ 死る ゆ

ヽ

因 死 るお
が 亡

診療 びよ
不 ゜
明 行そ
の 為の
場 中疑
ムロ 、し‘

゜ まが
たあ
はる
医も
療の

i 
の
比
較
的
直
後
に
お
け
る
予
期
し
な

【

4
】

で
は
、
診
療
行
為
に
関
連
し

(
7
)
 

る
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
、
次
第
に
厳
し
さ
を
増
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
国
民
一
般
も
、
厳
し
い
目
で
、
こ
れ
ら
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
8
)
 

医
師
法
ニ
―
条
・
三
三
条
の
二
の
適
用
例
は
、
本
件
以
前
に
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
か
も
、
殺
人
や
傷
害
致
死
の
疑
い
の
あ
る
「
異
状

死
体
」

の
届
出
義
務
違
反
な
ら
ま
だ
し
も
、
当
時
と
し
て
は
普
通
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
医
療
過
誤
に
よ
る
「
異
状
死
体
」
に
つ
い
て
の

届
出
義
務
違
反
と
し
て
、
本
件
に
本
罪
の
成
立
を
認
め
た
背
景
に
は
、
医
療
の
密
室
性
に
よ
る
「
医
療
事
故
隠
し
」
を
許
さ
ず
、
事
故
を

(10) 

起
こ
し
た
医
療
従
事
者
の
法
的
責
任
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
い
っ
た
上
記
厳
し
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
前
か
ら
臨
床
医
達
の
あ
い
だ
で
、
な
ん
ら
か
の
犯
罪
に
よ
る
死
亡
以
外
に
、
自
殺
や
不
慮
の
事
故
死
な
ど
を
含
め
、

(11) 

届
け
出
る
べ
き
「
異
状
死
」
な
い
し
「
異
状
死
体
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
死
亡
な
い
し
死
体
で
あ
る
か
に
つ
き
、
か
な
り
の
混
乱
が
あ
っ

た
の
で
、
日
本
法
医
学
会
は
、
平
成
六
年
五
月
に
、
「
『
異
状
死
』
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
た
こ
そ
こ
で
は
、
犯
罪
こ
よ
る
死
亡
や
自

殺
あ
る
い
は
交
通
事
故
死
な
ど
、
届
け
出
る
べ
き
「
異
状
死
」
が
詳
細
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

た
患
者
の
死
亡
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
が
医
師
法
ニ
―
条
に
よ
っ
て
届
け
出
る
べ
き
「
異
状
死
」
で
あ
る
か
が
明
記
さ
れ
て
い
る

(12) 

の
で
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

几又

9
こ

一
舟

H
i

24-3•4-243 (香法 2005)



こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
公
表
後
の
数
年
間
は
、
あ
ま
り
論
議
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
本
件
の
起
訴
が
「
き
っ
か
け
」
と
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
平
成
―
二
年
頃
か
ら
、
上
記
【
4
】
の
部
分
が
臨
床
医
学
系
の
学
会
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
、

(13) 

主
と
し
て
医
学
者
達
の
あ
い
だ
で
白
熱
し
た
論
議
が
展
開
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
論
議
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
い
う
上

記
【
4
】
の
「
異
状
死
」
の
概
念
が
、
臨
床
医
学
の
面
か
ら
み
て
妥
当
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
が
、
か
か
る
「
異
状
死
」

を
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
萎
縮
医
療
を
招
く
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
っ
た
点
を
中
心
に
す
る
も
の

で
あ
っ
た
（
後
出
）
。
今
回
、
本
件
の
最
高
裁
判
決
が
出
た
の
を
契
機
と
し
て
、
今
後
、
医
師
法
ニ
―
条
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

医
学
者
や
医
事
法
学
者
達
の
あ
い
だ
で
、
新
し
い
論
議
が
展
開
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
の
時
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
自
己
の

(14)（

15) 

の
届
出
義
務
の
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、

過
誤
に
よ
り
患
者
を
死
亡
さ
せ
、
そ
の
死
体
を
「
検
案
」
し
た
当
の
医
師
（
主
治
医
）

本
件
の
原
々
判
決
（
東
京
地
判
平
一
三
・
八
・
三
〇
判
時
一
七
七
一
・
一
五
六
）
•
原
判
決
（
東
京
高
判
平
一
五
・
五
・
一
九
判
タ
―
―

(16) 

五
三
・
九
九
）
・
上
記
最
高
裁
判
決
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
問
題
に
も
ふ
れ
た
い
。
た
だ
、
本
罪
の
一
般
論
に
つ
い
て
も
述
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
上
記
「
当
の
医
師
」
の
届
出
問
題
の
検
討
が
不
充
分
に
な
っ
た
点
が
あ
る
が
、
御
容
赦
願
い

本
章
で
は
、
都
立
広
尾
病
院
事
件
の
概
要
も
含
め
て
、
原
々
審
裁
判
所
、
原
審
裁
判
所
お
よ
び
最
高
裁
判
所
の
判
決
内
容
を
、
要
約
し

て
お
こ
う
。

た
い
。

都
立
広
尾
病
院
事
件

本
件
原
々
審
・
東
京
地
裁
は
、
大
約
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
医
師
A

（
本
件
患
者
の
主
治
医
）
は
、
平
成

四

一
年
二
月

24-3•4-244 (香法2005)



主治医の医療過誤と医師法ニ一条の届出義務（田中）

て
本
罪
を
犯
し
た
も
の
と
認
定
で
き
る

（
五
八
歳
・
女
性
）
の
慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
の
手
術
を
し
、
経
過
は
順
調
で
あ
っ
た
。
翌
―
一
日
の
午
前
八
時
三
0
分

頃
、
抗
生
物
質
の
点
滴
後
の
留
置
針
周
辺
で
の
血
液
の
凝
固
を
防
止
す
る
た
め
の
ヘ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ュ
ウ
ム
生
理
食
塩
水
を
注
射
器
に
注

入
す
る
さ
い
に
、
看
護
師
C
が
誤
っ
て
消
毒
液
・
ヒ
ビ
テ
ン
グ
ル
コ
ネ
ー
ト
を
注
入
し
、
別
の
看
護
師
が
注
射
器
内
の
そ
の
薬
液
を
確
認

(17) 

せ
ず
に
点
滴
器
具
に
注
入
し
、
ヘ
パ
ロ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
（
血
液
凝
固
を
防
止
す
る
た
め
の
上
記
処
置
は
、

A
の
指
示
に
よ
る
）
、
右
消

毒
液
が

B
の
静
脈
内
に
入
り
B
の
容
態
が
急
変
し
た
。
蘇
生
治
療
に
加
わ
っ
た

A
は
、
別
の
医
師
か
ら
C
が
薬
液
を
取
り
違
え
た
か
も
し

れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
さ
ら
に
、

五

つ
ま
り
、
診
療
中
の
患
者
の
死
亡
の
場
合

B
の
右
腕
に
色
素
沈
着
の
異
常
が
あ
る
の
に
気
付
い
た
。

B
の
容
態
は
回
復
せ
ず
、
同

日
午
前
一

0
時
四
四
分
に
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
同
時
刻
頃
に
、

A
は
B
の
死
体
を
検
案
し
、
死
亡
診
断
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
検
案
の

さ
い
に
、

A
は、

B
の
術
後
の
経
過
も
良
好
で
他
に
特
段
の
異
常
所
見
も
な
い
の
で
、
薬
液
の
取
違
え
が
急
変
の
原
因
で
は
な
い
か
と
思

う
と
と
も
に
、
上
記
色
素
沈
着
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
検
案
時
に
、

A
に
は
医
師
法
ニ
―
条
で
い
う
異
状
の
認
識
が

あ
っ
た
と
認
定
で
き
る
。
翌
―
二
日
の
朝
方
か
ら
対
策
会
議
が
開
か
れ
、
当
時
の
病
院
長
で
あ
っ
た
本
件
被
告
人
や
A
も
出
席
し
た
。
そ

こ
で
は
、
事
故
の
疑
い
も
あ
る
た
め
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
る
こ
と
に
、

い
っ
た
ん
決
ま
り
、
被
告
人
も
、
こ
れ
に
同
意
し
た
。
病
院
側

が
、
こ
の
こ
と
を
監
督
官
庁
で
あ
る
東
京
都
衛
生
局
病
院
事
業
部
に
電
話
で
伝
え
た
と
こ
ろ
、
同
部
の
係
官
は
、
す
ぐ
に
職
員
を
病
院
へ

行
か
せ
る
と
述
べ
た
の
で
、
被
告
人
そ
の
他
の
会
議
出
席
者
は
、
そ
の
職
員
が
病
院
に
来
る
ま
で
上
記
届
出
を
保
留
す
る
こ
と
に
し
た
。

職
員
が
病
院
に
着
い
た
時
は
、
す
で
に
前
記
検
案
時
か
ら
二
四
時
間
が
経
過
し
て
お
り
、
か
よ
う
に
し
て
、
被
告
人
は
、

療
中
の
患
者
の
医
療
過
誤
に
よ
る
死
亡
に
医
師
法
ニ
―
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、

は
検
案
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、
本
条
は
捜
査
官
を
し
て
犯
罪
の
捜
査
、
発
見
、
証
拠
保
全
な
ど
を
容
易
に
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
診
療
中
の
患
者
で
あ
っ
て
も
、
診
療
中
の
傷
病
以
外
の
原
因
で
死
亡
し
た
疑
い
の
あ
る
異
状
が
認
め
ら
れ
る
時

0
日
に
患
者
B

A
ら
と
共
謀
し

（
な
お
、
病
院
側
は
、
同
月
二
二
日
に
所
轄
警
察
署
に
異
状
の
届
出
を
し
た
）
。
弁
護
人
は
、
診
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(18) 

は
、
検
案
し
た
医
師
は
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
告
人
に
対
す
る
宣
告
刑
は
、
懲
役
一
年
執
行
猶
予
三
年
、
罰
金
二
万
円
。
以
上

に
対
し
、
被
告
人
は
控
訴
し
た
。
な
お
、
病
理
解
剖
な
ど
に
よ
り
、

も
と
づ
く
急
性
肺
塞
栓
症
に
よ
る
右
心
室
不
全
と
さ
れ
た
。

二
い
原
審
で
は
、
医
師
法
ニ
―
条
で
い
う
検
案
の
解
釈
が
争
点
の
一
っ
と
な
り
、
東
京
高
裁
は
、
大
約
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し

た
。
検
案
を
死
体
検
案
書
を
交
付
す
べ
き
場
合
の
検
査
だ
け
を
い
う
と
解
釈
す
る
と
、
診
療
中
の
患
者
の
死
亡
で
あ
っ
た
た
め
医
師
が
死

亡
診
断
書
を
交
付
す
べ
き
場
合
と
判
断
し
た
と
い
う
形
式
的
理
由
に
よ
り
、
た
と
え
、
そ
の
医
師
が
異
状
と
認
め
て
い
て
も
届
出
義
務
は

生
じ
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
相
当
で
は
な
い
。
…
…
実
際
上
、

B
の
死
因
は
、
消
毒
薬
・
ヒ
ビ
テ
ン
グ
ル
コ
ネ
ー
ト
液
の
誤
投
与
に

い
ず
れ
を
交
付
す
べ
き
か
が
客
観
的
に
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も
あ
る

上
に
、
医
学
上
も
、
検
案
を
診
療
中
以
外
に
限
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
診
療
中
の
患
者
の
死
亡
で
あ
っ
た
た
め
死
亡
診
断
書
を

交
付
す
べ
き
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
で
も
、
死
亡
診
断
の
た
め
に
検
案
を
す
る
こ
と
は
あ
る
と
す
べ
き
で
、
こ
こ
か
ら
、
同
条
の
検
案

と
は
、
診
療
中
か
否
か
を
問
わ
ず
、
医
師
が
死
因
判
定
の
た
め
に
す
る
外
表
検
査
を
い
う
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
原
々
審
で
は
、

A
は
B
の
死
亡
時
刻
頃
に
検
案
し
て
異
状
を
認
め
た
と
認
定
さ
れ
た
が
、
原
審
・
東
京
高
裁
は
、
こ
れ

2
 

を
事
実
誤
認
と
し
、
各
証
拠
か
ら
す
る
と
、

A
は
、
二
月
―
一
日
午
前
一

0
時
四
四
分
頃
に
検
案
し
、
次
い
で
、
翌
―
二
日
午
後
一
時
頃

の
病
理
解
剖
に
立
ち
会
っ
た
時
に
、
さ
ら
に
検
案
し
て
死
体
の
右
腕
の
色
素
沈
着
と
い
う
異
状
に
気
付
い
た
と
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し

た
。
か
よ
う
に
認
定
し
た
上
で
、
東
京
高
裁
は
、
被
告
人
は
、
そ
の
後
、
都
庁
職
員
の
意
見
を
聞
い
て
届
出
を
し
な
い
こ
と
と
し
、
他
の

医
師
達
に
よ
る
警
察
へ
の
連
絡
の
提
案
や
異
状
と
す
る
報
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届
出
を
し
な
い
と
の
判
断
を
か
え
ず
、

A
と
共
謀
し
て

(19) 

本
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
旨
、
判
示
し
た
。

①
さ
ら
に
、
被
告
人
側
は
、
①
診
療
中
の
患
者
の
死
亡
の
場
合
は
検
案
で
は
な
く
、
本
件
に
医
師
法
ニ
―
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
罪

刑
法
定
主
義
に
反
し
（
憲
法
三
一
条
違
反
）
、
か
つ
、
②
不
利
益
供
述
の
拒
否
特
権
を
規
定
し
た
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
す
る
と
主
張

六

24-3•4-246 (香法 2005)
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罰
金
二
万
円
を
言
渡
し
た
。
以
上
に
対
し
て
、
被
告
人
は
上
告
し
た
。

七 （
筆
者
注
、
詳
細

し
た
。
①
に
つ
い
て
、
東
京
高
裁
は
、
上
記
い
の
解
釈
か
ら
す
る
と
憲
法
三
一
条
違
反
で
は
な
い
と
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
医
師
法
ニ
―

条
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、
異
状
死
体
等
が
あ
っ
た
こ
と
の
み
の
届
出
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
報
告
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
憲

か
よ
う
に
し
て
、
東
京
高
裁
は
、
前
記
事
実
誤
認
に
よ
り
原
々
判
決
を
破
棄
・
自
判
し
、
被
告
人
に
懲
役
一
年
執
行
猶
予
三
年
、

本
件
最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
、
原
審
で
の
検
案
の
解
釈
は
憲
法
三
一
条
違
反
と
す
る
上
告
趣
意
に
つ
い
て
、
原
判
決
の
解
釈
（
筆

者
注
、
本
章
二
の
①
を
参
照
）
は
正
当
と
職
権
で
判
断
し
た
。
つ
ぎ
に
、
医
師
法
―
―
一
条
の
適
用
が
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
し
て
い
る

と
す
る
上
告
趣
意
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
大
約
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
ニ
一
条
の
届
出
義
務
は
、
界
察
官
が
捜
在
の
祖
翌
緒
を
得

る
こ
と
を
容
易
に
す
る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
警
察
官
が
緊
急
に
被
害
の
拡
大
防
止
措
置
を
と
る
な
ど
し
て
、
社
会
防
衛
を
図
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
役
割
を
も
担
っ
た
行
政
手
続
上
の
義
務
で
あ
り
、
し
か
も
、
異
状
死
体
の
場
合
、
人
の
死
亡
を
伴
う
重
い
犯

罪
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
か
か
る
届
出
義
務
の
公
益
上
の
必
要
性
は
高
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
義
務
は
、
検
案
し
た
医

師
が
死
因
等
に
異
状
が
あ
る
時
に
、
そ
れ
を
届
け
出
る
だ
け
で
、
届
出
人
と
死
体
の
か
か
わ
り
等
と
い
っ
た
犯
罪
を
構
成
す
る
事
項
の
供

述
ま
で
も
強
制
す
る
も
の
で
な
い
。
さ
ら
に
、
医
師
免
許
は
人
の
生
命
を
左
右
す
る
診
療
行
為
を
す
る
資
格
を
医
師
に
付
与
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
責
務
を
医
師
に
課
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
、
そ
の
届
出
に
よ
り
当
該
医
師
の
犯
罪
が

捜
査
機
関
に
発
覚
す
る
端
緒
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
な
ど
の
点
で
、
一
定
の
不
利
益
を
負
う
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
医

師
免
許
に
も
と
づ
く
合
理
的
な
根
拠
の
あ
る
負
担
と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
当
該
医
師
が
業
務
上
過
失

致
死
等
の
罪
責
を
問
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
も
、
こ
の
届
出
義
務
を
負
う
と
す
る
こ
と
は
、
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
解
す
べ
き
こ
と
は
、
以
前
の
当
裁
判
所
の
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る

法
三
八
条
一
項
違
反
に
は
な
ら
な
い
と
判
不
し
た
。

、1
,4
 

9
ー

＼
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は
本
稿
の
第
五
章
で
述
べ
る
が
、
本
件
最
高
裁
は
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者
等
の
警
察
へ
の
報
告
を
義
務
づ
け
た
規
定
が
憲
法
三

八
条
一
項
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
判
例
〔
最
判
昭
三
七
•
五
・
ニ
刑
集
一
六
・
五
•
四
九
五
〕
、
そ
の
他
、
類
似
の
最
高
裁

判
例
三
件
を
あ
げ
て
い
る
）
。

本
件
最
高
裁
は
、
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
、
か
よ
う
に
し
て
、
被
告
人
の
有
罪
が
確
定
し
た
。

死
亡
診
断
書
か
、

死
体
検
案
書
か

人
が
死
亡
し
た
場
合
、
死
亡
診
断
書
か
死
体
検
案
書
が
な
け
れ
ば
、
死
亡
届
は
受
理
さ
れ
ず
、
死
者
を
埋
葬
し
た
り
火
葬
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

（
戸
籍
法
八
六
条
二
項
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
五
条
お
よ
び
本
稿
の
注

(22)
を
参
照
）
。

も
、
医
師
が
作
成
し
（
医
師
法
一
七
条
お
よ
び
一
九
条
二
項
を
参
照
）
、
そ
の
死
亡
を
医
学
的
に
証
明
し
、
死
因
や
死
亡
状
況
な
ど
を
記

載
す
る
も
の
で
、
様
式
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
医
師
法
施
行
規
則
二
0
条
を
参
照
）
。
問
題
は
、
当
の
死
亡
な
い
し
死
体
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
両
文
書
を
区
別
す
る
実
質
的
な
理
由
は
何
か
を
検
討
す
る
こ
と

い
か
な
る
死
体
の
場
合
に
死
体
検
案
書
を
作
成
す
る
か
を
明
ら
か
に

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
死
体
の
場
合
に
死
亡
診
断
書
を
作
成
し
、

し
、
本
件
各
判
決
の
こ
れ
に
関
す
る
諸
点
な
ら
び
に
関
連
す
る
問
題
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

い
ず
れ
の
文
書

医
師
法
一
九
条
二
項
お
よ
び
二
0
条
本
文
を
素
直
に
解
釈
す
る
と
、
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
時
は
「
診
察
」
を
し
、
死
体
検

案
書
を
作
成
す
べ
き
時
は
「
検
案
」
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
診
察
」
と
か
「
検
案
」
と
い

(20) 

う
の
は
、
死
因
解
明
な
ど
の
た
め
に
、
医
師
が
す
る
諸
々
の
検
査
の
こ
と
で
あ
る
）
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
当
の
死
体
の
場
合
に
、
い
ず

れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
そ
こ
で
、
行
政
解
釈
（
昭
和
二
四
年
四
月
一
四
日
・
医
発
三
八
五
号
の
各
都
道
府
県

八

24-3•4-248 (香法2005)



主治医の医療過誤と医師法＝一条の届出義務（田中）

知
事
宛
の
厚
生
省
医
療
局
長
通
知
）
が
、
あ
る
程
度
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①
診
療
中
の
患
者
以
外
の
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
②
診
療
中
の
患
者
が
他
の
別
個
の
原
因
（
た
と
え
ば
交
通
事
故
）
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
が
死
体
検
案
書
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
医
師
法
二

0
条
本
文
は
、
「
診
察
」
や
「
検
案
」
を
せ
ず
に
医
師
が
こ
れ
ら
の
文
書
を
交
付
す
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
る
が
、
同
条
但
書
は
、
診
療
中
の
患
者
が
受
診
後
二
四
時
間
以
内
に
死
亡
し
た
場
合
の
死
亡
診
断
書
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
と
し
て
い
る
（
な
お
、
本
稿
の
注

(24)
を
参
照
）
。
二
四
時
間
を
超
え
た
場
合
は
、
上
記
行
政
解
釈
が
、
③
原
則
と
し
て
死
亡
後
改
め

て
診
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
組
。
し
か
し
、
こ
の
行
政
解
釈
①
②
③
か
ら
し
て
も
、
い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
が

判
然
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
記
行
政
解
釈
①
は
「
診
療
中
の
患
者
以
外
」
と
い
う
が
、
三
ヶ
月
位
前
に
診
察
し
た
こ
と

の
あ
る
患
者
の
死
亡
は
「
診
療
中
以
外
」
な
の
だ
ろ
う
か
、
つ
ま
り
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、

行
政
解
釈
③
で
い
う
よ
う
に
、
改
め
て
死
後
に
「
診
察
」
を
す
れ
ば
、
死
亡
診
断
書
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
判
然
と
し
な
い

た
め
、
医
療
の
現
場
で
は
、
当
の
死
体
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
る
か
で
、
か
な
り
混
乱
し
て
お
り
、
か
か
る
混
乱
は
、
臨

い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
「
両
文
書
を
区
別
す
る
実
質
的
な
理
由
は
何
か
」

を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
筆
者
が
知
る
限
り
、
今
ま
で
、
こ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
論
者
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
）
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。
死
亡
後
、
な
ん
ら
か
の
法
的
紛
争
が
生
じ
、
当
の
死
者
の
死
因
や
死
亡
状
況
な
ど
に

問
題
が
あ
っ
た
か
否
か
の
証
明
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
か
か
る
紛
争
の
関
係
者
（
訴
訟
当
事
者
な
ど
）

床
医
達
の
あ
い
だ
で
、
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。

九

は
、
当
然
、
死
亡
診
断
書
や
死

体
検
案
書
を
か
か
る
証
明
の
た
め
の
資
料
に
し
よ
う
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
上
記
証
明
に
ま
っ
た
＜
役
に

立
た
な
い
と
い
う
の
で
は
、
意
味
が
な
い
。
役
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
両
文
書
を
以
下
の
よ
う
な
資
料
と
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
死
亡
診
断
書
は
、
当
時
の
診
療
録
な
ど
の
記
録
と
と
も
に
、
病
状
や
死
因
あ
る
い
は
死
亡
状
況
も
し
く
は
死
亡
に
至
る
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四
書
の
区
別
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。

ま
で
の
経
過
な
ど
に
問
題
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、

し
く
は
死
亡
に
至
る
ま
で
の
経
過
に
、
な
ん
ら
か
の
問
題
が
内
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、

（
同
条
の
表
現
か

い
ち
お
う
示
す
資
料
で
あ
り
、
死
体
検
案
書
は
、
病
状
や
死
因
あ
る
い
は
死
亡
状
況
も

い
ち
お
う
示
す
資
粋
と
い
う
よ
う

に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
両
文
書
を
区
別
す
る
理
由
は
、
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
上
か
ら
す
る
と
、
死
因
や
死
亡
状
況
あ

る
い
は
死
亡
に
至
る
ま
で
の
経
過
な
ど
に
、
問
題
が
な
か
っ
た
か
否
か
を
示
す
た
め
に
区
別
す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
以
前
に
は
、
ど
ち
ら
の
文
書
で
も
よ
い
と
し
て
、
こ
の
区
別
を
無
視
し
た
り
、
軽
視
し
た
り
す
る
見
解
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
上
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
る
か
の
区
別
は
重
要
と
い
え
よ
う
（
以
下
で
は
、
か
か
る
区
別
を
「
両
文

右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
す
る
と
、
「
両
文
書
の
区
別
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
医
師
が
患
者
の
発
症
か

ら
死
亡
ま
で
の
病
状
と
疾
患
に
見
合
っ
た
診
療
の
経
過
を
、
ほ
ぼ
全
体
的
に
把
握
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
経
過
と
矛
盾
し
な
い
死
因
で
死

亡
し
、
不
自
然
な
点
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
死
亡
診
断
書
で
、
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
い
と
か
不
充
分
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、

死
因
が
こ
れ
ら
の
経
過
と
矛
盾
す
る
場
合
と
か
、
発
症
時
ま
た
は
死
亡
ま
で
の
間
に
外
因
が
関
与
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
が
死
体
検
案
書

と
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
が
、
「
両
文
書
の
区
別
」
を
重
要
と
す
る
立
場
か
ら
の
区
別
で
あ
る
。
医
師
が
か
よ
う
な
面
か
ら
死
亡
診
断
書

を
作
成
す
べ
き
と
判
断
し
た
時
は
、
前
記
の
よ
う
に
医
師
法
＿
九
条
二
項
お
よ
び
二

0
条
本
文
の
規
定
に
し
た
が
い
「
診
察
」
を
し
、
死

体
検
案
書
と
判
断
し
た
時
は
「
検
案
」
を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
「
診
察
」
と
「
検
案
」
と
の
区
別
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
述
す

る
）
。
な
お
、
医
師
法
ニ
―
条
か
ら
す
る
と
、
「
検
案
」
し
た
結
果
、
当
の
医
師
が
「
異
状
」
で
な
い
と
判
断
し
た
時
は

ら
す
る
と
、
そ
こ
で
は
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
で
も
「
異
状
」

で
な
い
死
体
も
あ
る
こ
と
が
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

(25) 

な
る
）
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
る
だ
け
で
、
警
察
へ
の
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
（
後
出
）
。

本
件
原
判
決
は
、
当
の
死
体
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
が
、
実
際
上
、
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
の
を

1
0
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（
本
件
弁
護
人
は
、

考
慮
し
た
上
で
、
医
学
的
に
も
、
「
検
案
」
を
「
診
療
中
以
外
」
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
検
案
」
を
「
診
療
中
」
で
あ
っ
た
か

否
か
を
問
わ
ず
死
体
の
外
表
を
検
査
す
る
こ
と
と
解
釈
し
（
つ
ま
り
、
「
検
案
」
の
概
念
を
広
く
解
釈
し
）
、
「
診
療
中
」
で
あ
っ
た
た
め

(26) 

に
死
亡
診
断
書
を
交
付
す
べ
き
と
医
師
が
判
断
し
た
時
で
も
、
「
異
状
」
が
あ
れ
ば
届
け
出
る
べ
き
と
し
て
い
る
（
本
件
原
々
判
決
は
、

原
判
決
の
よ
う
な
「
検
案
」
概
念
の
解
釈
は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
「
診
療
中
」
で
も
他
の
原
因
で
死
亡
し
た
疑
い
の
あ
る
「
異
状
」

が
あ
れ
ば
、
届
け
出
る
べ
き
と
し
て
い
る
）
。
本
節
で
は
、
原
判
決
の
こ
う
い
っ
た
立
場
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
本
件
最
高
裁
も
、
か
か

る
立
場
を
正
当
と
し
て
い
る
た
め
、
以
下
の
諸
点
は
、
本
件
最
高
裁
判
決
に
も
あ
て
は
ま
る
）
。

m
「
診
療
中
」
の
患
者
の
死
亡
の
場
合
は
死
亡
診
断
書
で
、
今
ま
で
診
療
行
為
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
死
亡
と
か
、
か
な
り
以
前

に
し
か
診
療
行
為
を
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
死
亡
の
場
合
が
死
体
検
案
書
と
す
る
の
が
、
わ
が
国
の
伝
統
的
な
立
場
の
よ
う
で
あ
る
一
）
こ

の
立
場
か
ら
す
る
と
、
初
診
の
患
者
に
対
し
瞬
時
で
も
診
療
行
為
を
し
て
お
れ
ば
「
診
療
中
」
で
死
亡
診
断
書
と
な
り
、
医
師
法
一
九
条

二
項
お
よ
び
二
0
条
本
文
か
ら
す
る
と
、
そ
の
死
後
の
検
査
は
「
診
察
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
（
本
章
一
の
冒
頭
部
分
を
参
照
）
、
「
検
案
」

（
「
検
案
」
を
上
記
の
よ
う
に
広
く
解
釈
し
て
い
る
原
判
決
と
は
異
な
り
、
「
検
案
」
を
死
体
検
案
書
作
成
の
た
め
だ
け
の
検
査
と
狭
く
解

釈
し
た
場
合
で
あ
る
が
）
で
は
な
い
か
ら
、
「
異
状
」
が
あ
っ
て
も
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ニ
―
条
に
よ

る
と
、
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
…
検
案
し
て
異
状
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

．．． 
」
で
あ
る
か
ら
、
「
検
案
」
を
し
て
い
な
け
れ

(29) 

ば
、
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
治
医
の
医
療
過
誤
で
患
者
が
死
亡
し
て
も
、
「
診
療
中
」
で

あ
る
か
ら
、
主
治
医
に
は
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る

一
貰
し
て
、
こ
の
伝
統
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
よ

(30) 

う
で
、
「
検
案
」
し
て
い
な
い
者
を
処
罰
す
る
の
は
、
罪
刑
法
定
主
義
違
反
だ
と
し
て
い
る
。
前
章
二
の
①
を
参
照
）
。
判
然
と
し
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
原
判
決
も
、
医
師
が
死
亡
し
た
者
が
「
診
療
中
」
の
患
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
死
亡
診
断
書
を
交
付
す
べ
き
場
合
で

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
…
…
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
上
記
伝
統
的
立
場
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
立
場

24-3•4-251 (香法2005)



を
貫
く
と
、
「
診
療
中
」

の
概
念
を
上
記
の
よ
う
に
広
く
解
釈
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

②
だ
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
こ
の
伝
統
的
な
立
場
そ
れ
じ
た
い
に
問
題
が
あ
る
。
「
両
文
書
の
区
別
」
を
重
要
と
す
る
本
章
三
で
述

べ
た
筆
者
の
立
場
を
前
提
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
筆
者
の
立
場
か
ら
は
、
発
症
か
ら
死
亡
ま
で
の
全
過
程
を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
、

「
診
療
中
」
で
も
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
、
「
検
案
」
を
す
る
こ
と
に
な
る
（
本
章
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
の
立
場
で

は
、
こ
の
場
合
は
「
診
察
」
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
）
。
上
記
瞬
時
の
診
療
の
場
合
は
、
た
し
か
に
「
診
療
中
」
で
は
あ
る
が
、

(31) 

全
過
程
を
把
握
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
あ
ろ
う
（
し
た
が
っ
て
、
「
検
案
」
で
あ

る）。

の
場
合
は
、
右
の
よ
う
に
届
出
義
務
が
生
じ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
原
判
決
は
「
検
案
」

つ
ぎ
に
、
主
治
医
の
医
療
過
誤
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
死
因
が
死
亡
に
至
る
ま
で
の
全
経
過
に
矛
盾
し
て
い
る
と
か
、
な
に
か
不

自
然
な
点
あ
る
い
は
外
因
が
関
与
し
て
い
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
診
療
中
」
で
も
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
、
主
治
医
は

「
検
案
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
判
決
が
い
う
「
異
状
」
が
あ
る
よ
う
な
場
合
は
、
何
か
不
自
然
な
点
が
あ
る
場
合
が
多

い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
場
合
も
、
「
診
療
中
」
で
は
あ
る
が
、
は
じ
め
か
ら
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
な
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
「
両
文
書
の
区
別
」
を
重
要
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
「
診
療
中
」
で
も
「
検
案
」
を
し
て
死
体
検
案
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
が
あ
り
、
こ
の
点
で
、
上
記
伝
統
的
な
立
場
は
妥
当
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

③
原
判
決
と
筆
者
の
立
場
は
、
「
診
療
中
」
で
も
「
検
案
」
を
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
原
判
決
は
、

「
診
療
中
」
で
あ
っ
た
た
め
死
亡
診
断
書
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
で
も
「
検
案
」
は
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
筆
者
は
「
検

案
」
を
す
る
時
は
、
「
診
療
中
」
で
あ
っ
て
も
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
は
な
く
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
だ
と
し
、

「
両
文
書
の
区
別
」
を
重
視
し
、
か
つ
、
「
診
察
」
と
「
検
案
」
と
を
峻
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

①
原
判
決
は
、
当
の
死
体
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
が
、
実
際
上
、
判
然
と
し
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
点
を
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考
慮
に
い
れ
て
、
論
議
を
展
開
し
て
い
る
（
本
節
の
冒
頭
部
分
を
参
照
）
。
た
し
か
に
、
判
然
と
し
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

か
よ
う
な
場
合
の
多
く
は
、
本
章
三
の
傍
線
部
分
の
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

固
本
節
の
い
②
①
と
関
連
す
る
が
、
「
検
案
」
と
は
、
医
師
が
死
体
検
案
書
を
作
成
す
る
さ
い
に
、
死
亡
を
確
認
し
、
医
師
法
施
行

規
則
二
0
条
一
項
で
列
挙
さ
れ
た
諸
事
項
を
記
載
す
る
た
め
に
、
死
体
の
外
表
を
検
査
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
死
者
の
着
衣
や
遺

(32) 

留
品
を
調
べ
た
り
、
家
族
や
警
察
官
あ
る
い
は
救
急
隊
員
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
り
な
ど
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
条
同

項
の
諸
事
項
は
死
亡
診
断
書
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
「
検
案
」
も
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
時
の
「
診
察
」
も
同
じ
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
検
案
」
は
、
医
師
法
ニ
―
条
か
ら
す
る
と
、
「
異
状
」
が
な
い
か
否
か
の
面
か
ら
も
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
点
で
「
診
察
」
と
区
別
さ
れ
る
。
た
だ
、
た
と
え
ば
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
る
時
で
も
、
な
に
か
気
に
な
る
点
が
あ
っ
た
の
で
、
念

苓

の
た
め
「
異
状
」
か
否
か
の
面
か
ら
も
検
査
を
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
「
診
察
」
も
「
検
案
」
も
実
質
的
に
は
同
じ
こ
と
に
な
る
ガ
（
こ

の
場
合
は
、
「
診
察
」
で
あ
る
）
、
「
両
文
書
の
区
別
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
（
前
出
）
か
ら
、
概
念
上
、
「
診
察
」
と
「
検
案
」
と
は
、
峻

別
さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

①
原
判
決
は
、
「
診
療
中
」
で
も
「
検
案
」
を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
根
拠
の
一
っ
と
し
て
、
医
学
上
「
検
案
」
が
「
診
療
中
以

外
」
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
あ
げ
て
い
る
（
本
節
の
冒
頭
部
分
を
参
照
）
。
だ
が
、
問
題
は
、
「
検
案
」
が
「
診
療
中
」
ま
た

は
「
診
療
中
以
外
」
に
か
か
わ
り
な
く
行
な
わ
れ
る
か
否
か
で
は
な
く
、
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
に
も
「
検
案
」
す
る
こ
と
が

あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
原
判
決
は
肯
定
的
に
解
し
て
い
る
が
（
上
記
③
を
参
照
）
、
こ
れ
が
妥
当
で
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た

(34) 

と
お
り
で
あ
る
。

本
件
は
、
患
者
の
手
術
後
、
死
亡
ま
で
の
あ
い
だ
に
看
護
師
二
名
の
過
誤
に
よ
る
消
毒
液
の
誤
投
与
と
い
う
外
因
が
関
与
し
て
い

る
の
で
、
本
章
三
の
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
死
後
の
検
査
は
「
検
案
」
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意
味
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
本
章
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
原
判
決
の
問
題
点
を
要
約
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
第
＿

に
、
原
判
決
は
、
「
診
療
中
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
と
医
師
が
判
断
し
た
場
合
云
々
と
し
て
、
前

記
伝
統
的
立
場
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
件
の
場
合
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
、
こ
の
点

で
、
原
判
決
は
、
「
両
文
書
の
区
別
」
を
誤
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
、
原
判
決
は
、
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
も
、
「
検

案
」
は
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
が
、
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
は
「
診
察
」
で
あ
り
、
「
検
案
」
を
す
る
の
は
、
死
体
検
案
書
を

作
成
す
べ
き
場
合
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
は
、
「
診
察
」
と
「
検
案
」
と
を
峻
別
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
以
上
、
二
点
で
、
原
判
決
は

妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
本
件
に
お
け
る
死
後
の
検
査
は
「
検
案
」
で
あ
る
か
ら
、
本
件
弁
護

人
の
い
う
よ
う
な
罪
刑
法
定
主
義
違
反
に
は
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
原
判
決
の
背
後
に
は
、
医
師
法
ニ
一
条
の
中
心
は
「
異

状
死
」

の
届
出
義
務
を
医
師
に
課
す
こ
と
で
、

い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
は
、
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
す
る
考
え
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
両
文
書
を
区
別
す
る
実
益
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
な
り
、
「
両
文
書
の
区
別
」
を
重
視
す
る
筆

者
の
立
場
か
ら
は
支
持
で
き
な
い
。

⑧
た
し
か
に
、
原
判
決
と
筆
者
の
立
場
は
、
「
診
療
中
」
で
も
「
検
案
」
は
あ
り
う
る
と
す
る
点
で
、
結
論
的
に
同
じ
で
あ
る
か
ら

（
本
節
の
③
を
参
照
）
、
本
章
に
お
け
る
筆
者
の
立
場
に
は
目
新
し
い
点
が
な
い
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
記
（
本

章
二
の
冒
頭
部
分
を
参
照
）
の
よ
う
に
、
筆
者
の
立
場
は
、
当
の
死
体
に
つ
い
て
、
「
死
亡
診
断
書
」
あ
る
い
は
「
死
体
検
案
書
」
の
い

現
場
で
は
、

ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
が
判
然
と
し
て
い
な
い
の
を
（
こ
の
よ
う
に
判
然
と
し
な
い
た
め
、
本
章
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
医
療
の

い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
る
か
で
、
か
な
り
混
乱
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
、
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
原
判
決
の
立
場
で
は
、
か
か
る
明
確
化
に
は
直
結
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
み
る
と
、
筆
者
の
立
場
も
、
あ
な
が
ち
無

一
四
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医
師
法
ニ
―
条
の
よ
う
な
規
定
は
、
も
と
も
と
は
犯
罪
の
発
見
・
捜
査
と
い
っ
た
司
法
警
察
活
動
へ
の
協
力
義
務
を
医
師
に
課
す
と

い
っ
た
趣
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
（
前
出
）
。
こ
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
「
異
状
死
体
」
は
犯
罪
に
よ
る
死
体
と
か
、
そ
の
疑
い
の
あ
る
死
体

だ
け
に
限
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
他
方
、
自
殺
等
を
含
め
、
こ
れ
を
広
義
に
解
釈
す
る
立
場
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
九
四
年
に
日

本
法
医
学
会
が
公
表
し
た
「
『
異
状
死
』
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
前
出
）
は
、
「
…
社
会
生
活
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
と
も
な
い
、
人
権
擁
護
、

公
衆
衛
生
、
衛
生
行
政
、
社
会
保
障
、
労
災
保
険
、
生
命
保
険
、
そ
の
他
に
か
か
わ
る
問
題
が
重
要
と
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
，
、
現
在
、

異
状
死
の
解
釈
も
か
な
り
広
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
「
基
本
的
に
は
、
病
気
に
な
り
診
察
を
受
け
つ
つ
、

診
断
さ
れ
て
い
る
そ
の
病
気
で
死
亡
す
る
こ
と
」
を
「
ふ
つ
う
の
死
」
と
呼
び
（
こ
れ
は
筆
者
が
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
と
し
た
場

合
〔
前
出
〕

の
死
亡
と
、

ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
）
、
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
異
状
死
」
と
し
て
、
こ
れ
を
広
義
に
解
し
、
具
体
的
に
「
異
状
死
」
と
さ
れ
る
種
々
の
場
合
を
列
挙
し
て
い
加
。
そ
れ
ら
の
な
か

で
医
療
事
故
に
関
す
る
【
4
】
の
部
分
は
、
す
で
に
本
稿
の
第
一
章
で
引
用
し
た
の
で

患
者
の
死
亡
が
、
こ
の
【
4
】

主
治
医
）

で
列
挙
さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
、
「
検
案
」
を
し
た
医
師
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、

は
、
「
異
状
死
」
と
し
て
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
上
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
こ
の
点
に
対
し
て
は
、

(36) 

臨
床
医
学
系
諸
学
会
か
ら
の
強
い
批
判
を
浴
び
た
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
を
要
約
し
て
お
こ
う
（
出
典
は
省
略
す
る
）
。
「
手
術
の
危
険

性
等
の
説
明
が
十
分
に
な
さ
れ
た
上
で
同
意
を
得
て
行
わ
れ
た
外
科
手
術
の
結
果
と
し
て
、
予
期
さ
れ
た
合
併
症
に
伴
う
患
者
の
死
亡
が

発
生
し
た
場
合
に
も
、
刑
事
事
件
に
な
る
と
は
、
到
底
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
よ
う
な
死
亡
は
『
異
状
死
』
で
は
な
い
」
「
医
療
現

四
医
師
法
ニ
ー
条
で
い
う

「
異
状
」
と
は

一
五

（
本
稿
三
頁
）
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
ニ
一
条
か
ら
す
る
と
、
届
け

場
で
の
予
期
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
診
断
が
明
確
で
な
い
場
合
の
死
亡
が
、
す
べ
て
『
異
状
死
』
と
な
り
医
療
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
」

「
内
科
診
療
の
場
で
は
、
診
断
が
不
確
定
な
場
合
や
隠
れ
た
疾
患
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
『
異
状
死
』

で
は
な
く
『
ふ
つ

う
の
死
』
と
す
べ
き
で
あ
る
」
等
々
で
、
警
察
へ
の
届
出
に
よ
っ
て
遺
族
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
と
か
、
そ
れ
に
よ
る
混
乱
を
お

(37) 

そ
れ
て
医
師
達
の
萎
縮
医
療
を
招
き
多
く
の
患
者
が
手
術
を
受
け
る
機
会
を
失
う
な
ど
と
い
っ
た
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
法
医
学
会
は
、
予
期
せ
ぬ
死
亡
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
も
の
を
「
異
状
死
」
と
す
る
も
の
で
、
明
ら
か
に
危

険
性
の
予
測
さ
れ
る
手
術
合
併
症
に
よ
る
死
亡
と
か
、
診
療
中
の
す
べ
て
の
死
亡
を
「
異
状
死
」
と
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
萎
縮
医
療
を

(38) 

招
く
も
の
で
は
な
い
と
か
、
医
療
者
み
ず
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
国
民
や
患
者
側
の
医
療
へ
の
信
頼
を
高
め
る
な
ど
と
反
論
し
た
が
、
こ

(39) 

れ
で
問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
か
る
紛
糾
の
主
た
る
原
因
は
、
第
一
に
、
上
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
異
状
死
体
」
の
概
念
が

広
す
ぎ
る
点
、
第
二
に
、
上
記
第
一
点
と
関
連
す
る
が
、
医
師
法
ニ
―
条
は
「
…
検
案
し
て
異
状
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
…
」
と
規
定
し
、

こ
の
表
現
か
ら
す
る
と
「
検
案
」
し
て
「
異
状
」
が
な
い
時
も
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
「
ふ
つ
う
の
死
」
以
外
は
、
す

べ
て
「
異
状
死
」
と
し
、
こ
の
「
異
状
で
な
い
死
」
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
に
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
異
状
死
」
で
あ
っ
て
、
「
異
状
で
な
い
死
」
は
届
け
出
な
く
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
）
。
次
節
で
は
、
こ
れ

ら
の
点
を
考
え
て
み
よ
う
。

三
筆
者
は
、
以
前
に
、
医
師
法
は
「
異
状
死
体
」
の
概
念
を
明
確
に
し
て
お
ら
ず
、
判
例
や
省
令
（
厚
生
労
働
省
令
で
あ
る
医
師
法

施
行
規
則
）
あ
る
い
は
前
記
行
政
解
釈
①
②
③
（
前
章
一
を
参
照
）
な
ど
に
よ
っ
て
も
不
明
確
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
罪
刑
法
定

主
義
の
「
明
確
性
の
原
則
」
に
反
す
る
の
で
、
犯
罪
の
発
見
・
捜
査
と
い
っ
た
本
条
本
来
の
趣
旨
（
前
出
）
に
も
ど
り
、
本
条
の
「
異
状

死
体
」
を
、
な
ん
ら
か
の
犯
罪
に
よ
る
死
亡
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
死
体
と
か
、
そ
の
疑
い
が
強
い
死
体
に
限
定
し
た
上
で
（
つ
ま
り
、

(40) 

「
異
状
死
体
」
を
狭
義
に
解
釈
し
た
上
で
）
、
ニ
―
条
違
反
と
し
て
処
罰
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
医
療

一
六
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四
の
場
に
お
け
る
患
者
の
死
亡
事
故
の
場
合
（
こ
の
場
合
は
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
で
あ
ろ
う
）
、
「
検
案
」
し
た
主
治
医
が
、

そ
の
患
者
の
死
亡
は
明
ら
か
に
自
己
の
過
失
に
よ
る
も
の
で
、
犯
罪
（
つ
ま
り
業
務
上
過
失
致
死
罪
）
が
成
立
す
る
と
判
断
し
た
場
合
と

か
、
そ
の
疑
い
が
強
い
（
つ
ま
り
、
犯
罪
成
立
の
可
能
性
が
高
い
）
と
判
断
し
た
場
合
に
の
み
、
主
治
医
の
届
出
義
務
が
問
題
と
な
る
こ

と
に
な
る
（
も
ち
ろ
ん
、
主
治
医
以
外
の
医
師
が
「
検
案
」
し
た
場
合
で
も
、
主
治
医
に
か
か
る
犯
罪
が
成
立
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
疑

い
が
強
い
場
合
に
の
み
、
「
検
案
」
医
師
に
届
出
義
務
が
生
ず
る
の
で
あ
る
）
。
こ
う
し
た
場
合
以
外
、
た
と
え
ば
予
期
せ
ぬ
隠
れ
た
疾
患

が
併
発
し
て
死
亡
し
た
場
合
と
か
死
亡
の
危
険
性
が
高
い
手
術
に
よ
る
死
亡
あ
る
い
は
診
断
が
不
明
確
な
ま
ま
死
亡
し
た
場
合
な
ど
の
多

く
は
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
で
あ
っ
て
も
、
上
記
犯
罪
の
成
立
が
明
白
と
も
い
え
ず
、
ま
た
、
そ
の
犯
罪
が
成
立
す
る
可
能

性
が
高
い
と
も
い
え
な
い
の
で
、
「
異
状
で
な
い
死
体
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
上
記
の
よ
う
に
、
か
か
る
死
体
に
つ
い
て
は
、
届
出

義
務
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
か
よ
う
に
考
え
る
と
、
前
記
臨
床
医
学
系
諸
学
会
の
批
判
点
や
危
惧
は
、
か
な
り
解
消
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、

A
に
は
届
出
義
務
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る

合
、
「
異
状
死
体
」
と
し
て
届
出
義
務
が
あ
る
と
し
た
点
で
は
、
こ
れ
ら
各
判
決
に
問
題
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

一
七

（
た
だ
し
、
次
章
の
問
題
が
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
の
場

本
件
死
体
は
、
前
章
四
の
切
で
述
べ
た
よ
う
に
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
で
、
本
件
原
々
審
と
原
審
で
は
日
時
の
認
定

は
異
な
る
が
、
主
治
医
で
あ
る

A
医
師
は
医
師
法
ニ
―
条
で
い
う
「
検
案
」
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
、

A
は
、
看
護
師
の
薬
液
の

取
違
え
を
知
っ
て
い
た
し
、
右
腕
に
色
素
沈
着
が
あ
る
の
を
発
見
し
て
い
た
か
ら
、
本
件
看
護
師
二
名
に
そ
れ
ぞ
れ
業
務
上
過
失
致
死
罪

と
い
う
犯
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
章
三
か
ら
す
る
と
、
本
件
死
体

は
「
異
状
死
体
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
要
す
る
に
、

A
は
「
検
案
」
を
し
て
、
「
異
状
死
体
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
っ
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医
師
法
ニ
ー
条
の
届
出
義
務
と
黙
秘
権

主
治
医
じ
し
ん
の
過
失
に
よ
り
患
者
を
死
亡
さ
せ
、
刑
法
ニ
―
一
条
一
項
前
段
の
業
務
上
過
失
致
死
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
、
そ
の
死
体
を
「
検
案
」
し
た
主
治
医
は
、
医
師
法
ニ
―
条
で
い
う
「
異
状
死
」
と
し
て
所
轄
警
察
署
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
医
師
は
自
己
に
不
利
益
な
供
述
（
こ
こ
で
は
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
供
述
）
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
三
八
条
一
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る
黙
秘
権
（
原
判
決
は
不
利
益
供
述

の
拒
否
特
権
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
黙
秘
権
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
本
件
の

A
医
師
は
、
看
護
師
の
過
誤
に
つ
い
て
監
督
過
失
な
い
し
薬
液
の
確
認
を
し
な
か
っ
た
点
で
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
刑

事
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
（
本
稿
の
注

(14)
を
参
照
）
、
か
か
る
憲
法
問
題
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
、
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
を
考
え
る
上
で
の
重
要
問
題
で
、
本
件
原
判
決
お
よ
び
最
高
裁
判
決
の
柱
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
（
本

稿
第
二
章
二
の
①
お
よ
び
同
章
三
で
み
た
よ
う
に
、
両
判
決
は
、
い
ず
れ
も
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
）
。
し

た
が
っ
て
、
本
稿
で
も
、
こ
の
問
題
を
充
分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
か
か
る
詳
細
な
検
討
は
、

別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
本
件
最
高
裁
の
判
断
の
な
か
で
重
要
と
思
わ
れ
る
点
だ
け
を
検
討
し
、
若
干
、
私
見
を
述
べ
る

だ
け
に
し
た
い
（
原
判
決
も
、
こ
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
が
〔
本
稿
第
二
章
二
の
①
を
参
照
〕
、
本
件
最
高
裁
判
決
の
方
が
詳
し
い
の
で
、

本
章
で
は
、
最
高
裁
判
決
の
方
を
中
心
に
し
て
論
を
す
す
め
る
）
。

主
治
医
に
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
本
件
最
高
裁
が
判
断

し
た
根
拠
の
な
か
で
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
条
の
届
出
は
「
異
状
」
が
あ
る
旨
を
届
け
出
る
だ
け
で
犯
罪
を
構
成
す
る
事

五

｝＼ 
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一
九

項
の
供
述
ま
で
も
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
（
本
稿
第
二
章
三
を
参
照
）
。
こ
れ
に
類
す
る
こ
と
は
、
本
件
最
高
裁

が
引
用
し
て
い
る
以
前
の
数
件
の
大
法
廷
判
決
の
な
か
で
、
す
で
に
表
明
さ
れ
て
お
り
、
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
こ
れ
ら
に
し
た
が
っ
た(41) 

も
の
で
あ
る
（
本
稿
第
二
章
三
の
筆
者
注
を
参
照
）
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
―
つ
で
あ
る
最
判
昭
三
七
•
五
・
ニ
刑
集
一
六
•
五
・
四
九
五

は
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
自
動
車
の
運
転
手
等
に
警
察
へ
の
「
事
故
の
内
容
」
を
報
告
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
道
路
交
通
取
締
法
施

行
令
（
旧
）
六
七
条
二
項
は
、
黙
秘
権
を
侵
害
し
、
憲
法
三
八
条
一
項
違
反
だ
と
す
る
弁
護
人
の
上
告
趣
意
に
つ
い
て
、
「
…
同
条
は
道

路
に
お
け
る
危
険
と
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
増
大
と
を
防
止
し
、
交
通
の
安
全
を
図
る
等
の
た
め
必
要
か
つ
合
理
的
な
規
定
と
し
て
是
認
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
…
」
と
し
た
上
で
、
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
事
故
の
内
容
」
（
同
条
二
項
）
と
は
、
「
…
そ
の
発
生
し
た
日
時
、

場
所
、
死
傷
者
の
数
及
び
負
傷
の
程
度
並
に
物
の
損
壊
及
び
そ
の
程
度
等
、
交
通
事
故
の
態
様
に
関
す
る
事
項
を
，
一
指
し
、
「
…
刑
事
責

任
を
問
わ
れ
る
虞
の
あ
る
事
故
の
原
因
そ
の
他
の
事
項
ま
で
も
…
含
」
む
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
憲
法
三
八
条
一
項
違
反
に
は
な
ら
な
い

と
し
た
。
た
し
か
に
、
こ
の
判
例
の
い
う
と
お
り
、
交
通
事
故
の
上
記
報
告
は
、
道
路
交
通
の
安
全
の
確
保
と
い
う
行
政
警
察
活
動
を
円

滑
に
な
ら
し
め
る
た
め
に
課
さ
れ
た
義
務
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
自
己
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
ま
で
の
供
述
義
務

(43) 

は
な
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は
、
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
で
絞
が
（
つ
ま
り
、
上
記
報
告
義
務
と
ニ
―
条
の
届
出
義
務
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
）
。
こ
の
点
を
検
討

し
て
み
よ
う
。
ニ
―
条
は
、
犯
罪
の
発
見
・
捜
査
と
い
う
司
法
警
察
活
動
へ
の
協
力
義
務
を
医
師
に
課
す
と
い
っ
た
趣
旨
の
規
定
で
あ
る

か
ら
、
「
異
状
死
体
」
の
届
出
そ
れ
じ
た
い
が
、
「
捜
査
へ
の
協
力
と
い
え
る
内
容
」
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、
自
己
の
過
誤
に
よ
っ
て
患
者
を
死
亡
さ
せ
た
主
治
医
は
、
本
件
原
判
決
や
本
件
最
高
裁
判
決
が
い
う
よ
う
な
単
に
「
異
状
」
を
届
け

出
る
だ
け
で
す
む
も
の
で
は
な
く
、
「
異
状
」
と
判
断
し
た
根
拠
つ
ま
り
医
療
過
誤
に
よ
る
死
亡
で
あ
る
こ
と
や
死
因
あ
る
い
は
死
亡
の

状
況
な
ど
と
い
っ
た
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
虞
の
あ
る
事
項
ま
で
も
供
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
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で
は
な
か
ろ
う
か
。

(46) 

こ
こ
ま
で
供
述
し
な
け
れ
ば
、
「
捜
査
へ
の
協
力
と
い
え
る
内
容
」
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
つ
ま
り
、
医
師
法
ニ
―
条
で

課
さ
れ
て
い
る
捜
査
へ
の
協
力
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
）
。
か
よ
う
に
み
る
と
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
運

(47) 

転
者
の
報
告
義
務
と
、
自
己
の
医
療
過
誤
に
よ
っ
て
患
者
を
死
亡
さ
せ
た
主
治
医
の
届
出
義
務
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ

の
点
で
、
本
件
最
高
裁
の
立
場
は
妥
当
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
な
お
、
本
稿
の
注

(50)
を
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
、
主
治

医
は
右
の
よ
う
な
点
ま
で
供
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
か
る
届
出
義
務
を
主
治
医
に
課
す
こ
と
は
、
黙
秘
権
の
侵
害
に
な
る
の

本
件
最
高
裁
は
、
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
に
よ
り
警
察
官
が
緊
急
に
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
な
ど
し
て
社
会
防

衛
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た
点
な
ど
を
あ
げ
、
こ
の
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
の
公
益
上
の
必
要
性
は
高
い
と
し
、
こ
の
こ
と

も
、
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
し
て
い
な
い
と
す
る
根
拠
の
一
っ
と
し
て
い
る
（
本
稿
第
二
章
三
を
参
照
）
。
し
か
し
、
ま
ず
第
一
に
、

た
し
か
に
交
通
事
故
の
場
合
は
、
警
察
へ
の
事
故
の
報
告
が
な
け
れ
ば
、
被
害
が
拡
大
す
る
危
険
性
は
充
分
に
あ
る
の
で
（
た
と
え
ば
高

速
道
路
で
の
事
故
）
、
被
害
の
拡
大
防
止
と
い
う
面
か
ら
、
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者
に
警
察
へ
の
報
告
義
務
を
課
す
こ
と
の
公
益
上
の

必
要
性
は
高
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
医
療
過
誤
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
主
治
医
が
治
療
中
に
誤
っ
て
伝
染
性
の
強
い
細
菌

に
入
院
患
者
を
感
染
さ
せ
て
死
亡
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
、
届
出
が
な
け
れ
ば
、
他
の
多
く
の
入
院
患
者
が
感
染
す
る
と
い
う
よ
う
に
被
害

が
拡
大
す
る
危
険
性
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
か
る
ケ
ー
ス
は
例
外
で
、
届
け
出
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
被
害
が
拡
大
す

る
こ
と
は
、
医
療
過
誤
の
ケ
ー
ス
で
は
、
あ
ま
り
な
い
の
が
普
通
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
よ
う
に
み
る
と
、
本
件
最
高
裁
は
、
例
外
的
な

ケ
ー
ス
で
の
被
害
の
拡
大
の
防
止
を
と
り
あ
げ
て
、
公
益
上
の
必
要
性
が
高
い
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は
、
あ
ま
り
説
得
力

が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
な
お
、
本
稿
の
注

(49)
を
参
照
）
。
第
二
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
の
拡
大
防
止
は
、
ま
さ
に
交
通

警
察
の
警
察
官
の
職
務
で
あ
る
か
ら
、
事
故
の
報
告
先
が
警
察
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
、

二
0
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医
療
過
誤
に
よ
る
被
害
の
拡
大
の
防
止
た
と
え
ば
上
記
の
よ
う
な
感
染
の
拡
大
の
防
止
の
た
め
に
は
、
豊
富
な
医
学
的
知
識
を
要
す
る

が
、
警
察
官
の
多
く
は
、
医
学
に
は
、
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
る
か
ら
、
本
件
最
高
裁
が
い
う
「
緊
急
に
被
害
の
拡
大
防
止
措
置
を
講
ず

(48) 

る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
点
で
の
警
察
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
本
件
最

高
裁
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
「
あ
て
」
に
し
て
、
公
益
上
の
必
要
性
が
高
い
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

(49) 

や
は
り
説
得
力
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

本
件
最
高
裁
は
、
医
師
免
許
は
人
の
生
命
を
左
右
す
る
診
療
行
為
を
す
る
資
格
を
医
師
に
付
与
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
社

会
的
責
務
を
医
師
に
課
し
て
い
る
と
い
う
点
を
、
憲
法
三
八
条
一
項
違
反
で
な
い
と
す
る
根
拠
の
一
っ
と
し
て
い
る

参
照
）
。
本
件
最
高
裁
が
い
う
「
社
会
的
責
務
」
の
内
容
は
判
然
と
し
な
い
が
、
医
師
免
許
が
付
与
す
る
の
は
、
医
師
で
し
か
で
き
な
い

診
療
行
為
な
い
し
は
医
行
為
を
行
う
資
格
で
あ
る
か
ら
（
医
師
法
一
七
条
を
参
照
）
、
当
の
医
師
は
、
自
己
の
す
る
診
療
行
為
に
関
す
る

一
切
の
責
任
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
患
者
の
死
亡
が
そ
の
診
療
行
為
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と

（
本
稿
第
二
章
＝
一
を

と
し
て
、
「
異
状
死
」
と
し
て
警
察
に
届
け
出
る
べ
き
責
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
「
検
案
」
も
一
種
の
医

行
為
で
あ
る
か
ら
、
医
師
免
許
が
あ
る
以
上
、
そ
の
死
亡
が
自
己
が
行
な
っ
た
診
療
行
為
に
関
係
し
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
届
け
出
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
よ
う
な
責
務
が
あ
る
か
ら
、
主
治
医
の
黙
秘
権
は
侵

害
さ
れ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
黙
秘
権
は
刑
事
司
法
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
重
要
な
権
利
で
、
刑
事
司
法
に
お
け
る
人
権
保
障
の
要
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
黙
秘
権
が
上
記
社
会
的
責
務
に
よ
っ
て
簡
単
に
侵
害
さ
れ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
件

最
高
裁
判
決
の
よ
う
に
医
師
法
ニ
―
条
の
場
合
に
認
め
た
黙
秘
権
の
侵
害
が
、
や
が
て
は
種
々
の
犯
罪
、
特
に
行
政
刑
法
の
分
野
で
の
犯

罪
の
場
合
に
波
及
し
、
け
っ
き
ょ
く
は
、
か
よ
う
な
分
野
で
黙
秘
権
の
否
定
な
い
し
形
骸
化
に
至
る
こ
と
を
、
筆
者
は
危
惧
す
る
の
で
あ
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四
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
黙
秘
権
そ
れ
じ
た
い
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

自
己
が
犯
し
た
医
療
過
誤
に
よ
り
患
者
を
死
亡
さ
せ
た
主
治
医
に
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
黙
秘
権
を
侵
害

し
、
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
本
件
最
高
裁
は
、
こ
れ
に
違
反
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る

が
、
本
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
論
拠
に
は
、
妥
当
で
な
い
点
や
説
得
力
を
欠
く
点
が
あ
る
上
に
、
黙
秘
権
そ
れ
じ
た
い
を
軽
視

(50) 

し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
本
件
最
高
裁
判
決
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

(51) 

五
筆
者
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
主
治
医
に
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
黙
秘
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
が
、
特
に
こ
れ
と
の
関
連
で
、
こ
こ
で
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
主
治
医
が
業
務
上
過
失
致
死
罪
と

し
て
、
後
日
、
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
が
、

一
般
的
に
み
て
、
届
出
の
時
点
で
、
「
明
白
な
場
合
」
（
つ
ま
り
、

か
か
る
事
態
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
予
測
で
き
る
場
合
）
、
「
不
明
確
な
場
合
」
（
つ
ま
り
、
か
か
る
事
態
に
な
る
か
否
か
が
予
測
で
き

な
い
場
合
）
お
よ
び
「
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
る
場
合
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
け
る
「
主
治
医
の
届
出
義
務
と

黙
秘
権
」
の
問
題
で
あ
る
。
も
し
、
「
明
白
な
場
合
」
で
あ
れ
ば
、
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
か
よ
う
な
主
治
医
は
届
け
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
黙
秘
権
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
届
出
義
務
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
は
、
「
不
明
確
な
場
合
」
は
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
本
件
の
場
合
、
患
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
つ
い
て
業
務
上
過
失
致
死
罪
と
し
て
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
た
の
は
看
護
師
二
名

で
あ
っ
て
、
主
治
医
．

A
は
問
わ
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
本
稿
の
注

(14)
で
み
た
よ
う
に
、
同
種
の
事
件
で
医
師
の
監
督
過
失
な

い
し
薬
液
を
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
刑
事
責
任
を
問
う
た
判
例
も
あ
る
の
で
、
上
記
A
も
、
か
よ
う

な
監
督
過
失
な
い
し
薬
液
の
確
認
を
怠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
同
様
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
要
す
る

に、

A
が
警
察
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
時
点
で
は
、
刑
事
責
任
を
間
わ
れ
る
か
否
か
は
、
客
観
的
に
明
白
で
は
な
か
っ

た
、
つ
ま
り
、
本
件
は
上
記
「
不
明
確
な
場
合
」
と
い
え
る
。
届
出
段
階
で
の
か
よ
う
な
「
不
明
確
さ
」
は
、
本
件
の
よ
う
な
医
師
の
監
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る。 督
過
失
な
い
し
薬
液
の
確
認
を
怠
っ
た
と
い
う
場
合
だ
け
で
な
く
、
医
療
事
故
一
般
に
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
薬
物
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
り
患
者
が
死
亡
し
た
場
合
で
も
、
注
射
を
し
た
医
師
の
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
つ
い
て
、
無
罪
と
し
た
判
例
（
た
と
え
ば
、
京
都

地
舞
鶴
支
判
昭
四
九
・
―
―
•
一
三
刑
月
六
•
一
―
•
八
一
）
と
、
有
罪
と
し
た
も
の
（
た
と
え
ば
、
名
瀬
簡
略
式
昭
五
九
・
一
・
六
飯

(52) 

田
英
男
1
1
山
ロ
一
誠
共
著
『
刑
事
医
療
過
誤
』
〔
二

0

0
一
年
〕
一
六
一
頁
以
下
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
届
出
の
時
点
で
「
不
明
確
な

場
合
」
、
届
け
出
た
主
治
医
が
、
後
日
、
運
悪
く
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
は
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
時
は
、
黙
秘
権
が

(53) 

や
は
り
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
と
み
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
問

侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「
不
明
確
な
場
合
」
も
、

題
は
、
届
出
の
時
点
で
は
、
「
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
る
場
合
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
届
出
の
時
点
で
は
、
た
し

か
に
、
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
て
も
、
届
出
を
し
た
後
の
捜
査
の
進
展
な
い
し
捜
査
の
方
向
に
よ
っ
て
は
、
後
日
、
刑
事
責
任
を

(54) 

問
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
か
よ
う
な
時
も
、
同
じ
く
黙
秘
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
、

か
か
る
場
合
も
、

や
は
り
主
治
医
の
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
患

者
の
死
亡
が
主
治
医
の
医
療
過
誤
に
よ
る
場
合
と
否
と
を
問
わ
ず
（
別
言
す
る
な
ら
ば
、
届
出
の
時
点
で
、
主
治
医
の
過
失
が
明
白
で
あ

ろ
う
が
、
不
明
確
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
、
過
失
な
し
と
い
え
よ
う
が
）
、
主
治
医
の
黙
秘
権
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合

で
も
、
主
治
医
に
は
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
は
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

れ
な
い
が
）
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
は
、
ど
の
程
度
、
あ
る
い
は
、
ど
れ
位
の
期
間
、
当
の
患
者
へ
の
診
療
に
従
事
し
て
お
れ
ば
、
「
主
治

医
」
と
い
え
る
か
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
、
本
稿
で
検
討
し
た
諸
問
題
に
関
連
す
る
事
項
も
、
新
た
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
（
本
稿
で
論
じ
た
問
題
そ
れ
じ
た
い
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
含
め
、
「
医

師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
と
黙
秘
権
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
別
稿
で
慎
重
か
つ
詳
細
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

三
（
極
端
か
も
し
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以
上
、
本
稿
の
第
二
章
か
ら
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
件
原
々
審
・
原
審
・
上
告
審
の
各
判
決
（
特
に
原
審
と
上
告
審
判
決
）
に
は
、

批
判
さ
れ
る
べ
き
問
題
点
な
い
し
妥
当
で
な
い
点
が
あ
り
、
各
判
決
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

す
る
「
診
察
」
や
「
検
案
」

の
問
題
（
死
亡
診
断
書
や
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
は
、
ど
の
よ
う
な
死
体
か
の
問
題
を
含
む
）

(55) 

の
問
題
に
、
は
じ
め
て
正
面
か
ら
答
え
た
判
例
で
、
今
後
、
か
か
る
届
出
違
反
の
罪
を
め
ぐ

る
諸
問
題
を
検
討
す
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
お
お
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
l
)

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
医
師
法
―
―
一
条
で
は
「
異
状
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
「
異
状
」
と
表
現
す
る
が
、
問
題
は
「
異
常
」
と
の
違
い
で
あ

る
。
そ
の
違
い
を
論
ず
る
見
解
も
あ
る
が
（
た
と
え
ば
、
大
野
慎
義
「
異
常
死
体
に
対
す
る
法
的
措
置
と
脳
死
判
定
基
準
」
同
編
『
現
代
医
療
と
医
事
法

制
』
〔
一
九
九
五
年
〕
所
収
一
六
三
頁
）
、
両
者
に
さ
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
捜
査
機
関
（
警
察
）
は
、
「
異
状
死
体
」
を
犯
罪
と
の

関
係
と
い
う
面
か
ら
、
①
非
犯
罪
死
体
（
そ
の
死
亡
が
犯
罪
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
な
死
体
）
‘
②
変
死
体
（
犯
罪
に
よ
る
か
否
か
が
不

明
の
死
体
）
‘
③
犯
罪
死
体
（
犯
罪
に
よ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
な
死
体
で
あ
る
が
、
道
路
交
通
事
故
事
件
に
か
か
る
死
体
を
除
く
）
の
三
種
に
分
類
し
て

い
る
（
変
死
体
等
措
置
要
綱
〔
昭
和
五
0
年
―
二
月
二
六
日
例
規
〈
庶
〉
第
四
一
号
〕
に
よ
る
）
。
こ
れ
ら
①
②
③
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
法
医
学
と
医

事
刑
法
』
（
二
0

0
二
年
）
―
―
1
0
頁
以
下
を
参
照
。

(
2
)

も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
綸
死
（
「
首
吊
り
自
殺
」
）
の
場
合
も
索
溝
は
あ
る
し
、
自
損
の
交
通
事
故
で
も
頭

蓋
骨
々
折
や
皮
下
出
血
を
と
も
な
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
犯
罪
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

(
3
)

本
稿
は
、
も
と
も
と
は
、
某
雑
誌
に
「
論
説
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
締
切
日
の
直
前
に
、
同
雑
誌
の
編
集
部
か
ら
、
こ
の
雑
誌
が

休
刊
に
な
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
け
っ
き
ょ
く
、
本
稿
は
、
宙
に
浮
い
た
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
い
わ
い
、
香
川
法
学
の
編
集
委
員
会
の
御
厚

意
に
よ
り
、
本
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
も
と
の
原
稿
そ
の
ま
ま
で
は
、
本
誌
の
「
論
説
」
の
体
裁
を
な
し
て
い
な
い
の
で
、

修
正
・
加
筆
し
た
が
、
な
に
し
ろ
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、
不
充
分
な
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
編
集
委
員
諸
氏
お
よ
び
読
者
に
、
お
詫
び

申
し
上
げ
た
い
。

(
4
)

こ
の
種
の
規
定
の
立
法
の
歴
史
的
経
過
と
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
土
井
十
二
著
『
醤
事
法
制
学
の
理
論
と
其
賓
際
』
(
-
九
一
二
四
年
）

一
三
ニ
ー
三
三
頁
、
医
療
問
題
弁
護
団
（
代
表
・
鈴
木
利
廣
）
「
意
見
書
『
医
療
事
故
と
異
状
死
体
届
出
義
務
に
つ
い
て
』
」
（
二
0
0
―
一
年
四
月
―
二
日
）

「
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
と
黙
秘
権
」

や

こ
れ
ら
は
、
死
体
に
対

ニ
四
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二
五

第
一
、
総
論
3
、
http:
/
/
h
o
m
e
p
a
g
e
3
.
n
i
f
t
y
.
c
o
r
n
/
m
e
d
i
o
/
w
a
t
c
h
i
n
g
/
i
b
e
n
 ,
 
i
k
e
n
s
h
o
0
2
0
4
.
h
t
m
l
を
参
照
。
な
お
、
古
瀬
彰
「
医
療
事
故
と
届
出
義
務
」
日

本
外
科
学
会
雑
誌
一
〇
二
巻
七
号
（
二
0

0
一
年
）
五
四
八
頁
も
参
照
。

(
5
)

本
件
の
頃
は
、
「
看
護
婦
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
（
平
成
ニ
―
一
年
法
律
一
五
三
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
平
成
一
四
年
三
月
一
日
か
ら
「
看
護
師
」
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
の
で
、
本
稿
も
、
こ
の
名
称
で
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。

(
6
)

本
件
の
看
護
師
二
名
は
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
で
起
訴
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
執
行
猶
予
付
の
禁
錮
刑
が
確
定
し
て
い
る
（
東
京
地
判
平
―
ニ
・
―
ニ
・
―
―

七
判
時
一
七
七
一
・
一
六
八
）
。
「
検
案
」
し
た
主
治
医
に
つ
い
て
は
、
略
式
命
令
に
よ
り
罰
金
刑
が
科
さ
れ
た
（
判
例
集
未
登
載
）
。
な
お
、
本
稿
の
注

(
1
8
)
を
参
照
。
本
件
の
民
事
第
一
審
判
決
（
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
は
、
東
京
地
判
平
一
六
•
一
・
三
〇
判
時
一
八
六
一
・
三
。

(
7
)

こ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
拙
稿
「
医
療
事
故
と
刑
事
責
任
」
賠
償
科
学
三
一
号
（
二

0

0
四
年
）
―
-
頁
の
注

(20)
、
高
田
利
廣

「
医
療
事
故
の
警
察
へ
の
届
出
義
務
」

M
E
D
I
C
A
L
D
I
G
E
S
T
五
一
巻
一
号
（
二
0

0
二
年
）
七
三
頁
を
参
照
。
な
お
、
井
上
清
成
1
1

松
崎
道
男
「
異
状
死

体
等
の
届
出
義
務
」
日
本
瞥
事
新
報
四
一
八
二
号
（
二
0

0
四
年
）
五
七
頁
は
、
「
…
警
察
・
検
察
の
各
捜
査
機
関
も
、
国
民
世
論
の
後
押
し
を
受
げ
て
、

医
療
事
故
の
刑
事
事
件
と
し
て
の
立
件
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
8
)

こ
の
種
の
規
定
に
関
す
る
判
例
も
、
大
判
大
七
・
九
・
ニ
八
刑
録
二
四
輯
―
ニ
ニ
七
（
土
砂
崩
れ
の
下
敷
き
と
な
り
、
頭
蓋
骨
々
折
で
死
亡
し
た
死
体

を
「
検
案
一
し
た
医
師
が
届
け
出
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
）
お
よ
び
東
京
地
八
王
子
支
判
昭
四
四
・
三
・
ニ
七
刑
月
一
・
三
・
三
一
三
（
死
亡
す
る
よ
う

な
原
因
が
見
当
ら
な
い
入
院
患
者
が
病
院
か
ら
距
離
的
に
離
れ
た
沢
で
死
亡
し
て
い
た
の
を
届
け
出
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
）
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
な

お
、
高
田
利
廣
「
都
立

H
病
院
長
に
対
す
る
医
師
法
違
反
、
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
被
告
事
件
判
決
」

M
E
D
I
C
A
L
D
I
G
E
S
T
五
一
巻
一
号
（
二
0

0
ニ

年
）
七
一
頁
は
、
本
件
当
時
、
本
件
被
告
人
だ
け
で
な
く
医
療
従
事
者
一
般
に
お
い
て
、
医
師
法
ニ
―
条
の
知
識
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

(
9
)

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
の
最
近
の
新
聞
記
事
と
し
て
、
読
売
新
聞
北
陸
支
社
発
行
二
0

0
四
年
―
一
月
一
六
日
（
朝
刊
）
第
―
二
版
ニ
―
頁
を
参
照
。

(
1
0
)医
療
過
誤
事
件
の
場
合
、
警
察
で
は
、
主
と
し
て
刑
事
部
捜
査
第
一
課
•
特
殊
犯
係
の
警
察
官
と
所
轄
警
察
署
の
刑
事
課
な
い
し
刑
事
一
課
あ
る
い
は

生
活
安
全
刑
事
課
な
い
し
刑
事
生
活
安
全
課
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
課
」
所
属
の
警
察
官
と
が
協
力
し
て
捜
企
を
担
当
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
医

学
的
専
門
知
識
を
必
要
と
し
た
り
な
ど
し
て
、
捜
査
が
難
航
し
長
期
化
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
事
件
そ
れ
じ
た
い
が
風
化
し
て
し

ま
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
害
者
で
あ
る
患
者
や
遺
族
あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
、
捜
査
を
し
な
か
っ
た
と
か
、
捜
査
が
不
充
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
な
ど
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
今
後
は
、
患
者
が
死
亡
し
た
医
療
過
誤
事
件
で
、
医
師
が
「
異
状
死
」
の
届
出
を
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
警
察
側
は
、
比
較
的
捜
査
が
容
易
な
医
師
法
ニ
―
条
違
反
の
罪
の
方
で
、
と
り
あ
え
ず
立
件
し
、
当
の
医
療
過
誤
事
件
を
手
許
に
ひ
き
つ
け

て
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
風
化
を
防
ご
う
と
す
る
傾
向
が
で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
井
上
1
1
松
崎
・
前
掲
注
(
7
)
五
七
頁
は
、
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本
罪
の
嫌
疑
を
医
療
過
誤
事
件
の
捜
査
の
突
破
口
や
立
件
の
材
料
に
使
う
例
も
目
立
っ
て
き
た
と
い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(11)

本
文
で
後
述
す
る
が
、
「
異
状
死
体
」
を
犯
罪
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
自
殺
や
自
損
事
故
あ
る
い
は
死
因
不
明
の
死
体
な
ど
も
、
こ
れ
に
含
ま
れ

る
と
し
、
「
異
状
死
」
な
い
し
「
異
状
死
体
」
の
概
念
を
広
く
解
釈
す
る
傾
向
が
臨
床
医
達
の
間
で
強
い
よ
う
で
あ
る
。
届
け
出
ら
れ
た
「
異
状
死
」
は
、

全
死
亡
の
一
0
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
病
死
の
ほ
か
に
、
自
•
他
殺
や
事
故
死
を
含
む
全
外
因
死
と
死
因
不
詳
例
の
ほ

か
、
関
係
者
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
べ
き
交
通
事
故
死
、
保
育
中
や
入
院
中
の
死
亡
、
労
災
死
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
死
因
に
つ
い
て
は
、
虚
血
性
心

疾
患
が
多
く
、
次
い
で
脳
ク
モ
膜
下
出
血
や
脳
出
血
が
多
く
、
死
亡
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
突
然
死
、
独
居
死
、
路
上
死
、
入
浴
中
の
死
亡
が
多
い
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
田
謙
一

1
1
武
市
尚
子
1
1
河
合
格
爾
「
医
療
事
故
は
異
状
死
か
？
」
日
本
醤
事
新
報
四
0
六
九
号
（
二
0
0
二
年
）

五
七
頁
を
参
照
。
な
お
、
拙
著
・
前
掲
注

(
1
)
六
五
頁
以
下
を
参
照
。

(12)

日
本
法
医
学
雑
誌
四
八
巻
五
号
(
-
九
九
四
年
）
三
五
八
頁
。

(13)

な
お
、
古
川
俊
治
「
診
療
行
為
に
関
連
し
た
患
者
の
死
亡
・
傷
害
の
報
告
に
つ
い
て
」
日
本
外
科
学
会
雑
誌
一
0
四
巻
一
号
(
―
1
0
0
三
年
）
一
0
頁

を
参
照
。

(14)

本
件
は
看
護
師
に
よ
る
医
療
過
誤
で
、
主
治
医
は
、
こ
の
医
療
過
誤
に
つ
い
て
は
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
文
で
い
う
問
題
と
は
関
係

が
な
い
（
つ
ま
り
、
本
件
の
主
治
医
は
、
自
己
の
過
誤
に
よ
り
患
者
を
死
亡
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
）
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
よ
う
に
み
る
も
の

と
し
て
、
た
と
え
ば
、
井
上
1
1
松
崎
・
前
掲
注

(
7
)
六
0
頁
お
よ
び
同
「
異
状
死
体
等
の
届
出
義
務
（
続
）
」
日
本
醤
事
新
報
四
一
九
三
号
（
二
0
0

四
年
）
六
0
頁
。
こ
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
必
要
性
は
、
あ
ま
り
な
い
が
、
こ
の
主
治
医
に
は
、
看
護
師
の
薬
液
取

違
え
に
つ
い
て
監
督
過
失
な
い
し
薬
液
を
確
認
し
な
か
っ
た
過
失
つ
ま
り
業
務
上
過
失
致
死
罪
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
（
看
護

師
が
注
射
の
薬
液
を
誤
り
、
医
師
に
か
よ
う
な
刑
事
責
任
を
問
う
た
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
前
橋
地
太
田
支
判
昭
五
一
•
1
0
・
ニ
ニ
判
夕
六
七
八
・

五
九
や
花
巻
簡
略
式
平
ニ
・
三
・
ニ
判
夕
七
七
0

．
七
七
が
あ
る
）
、
こ
の
問
題
と
無
縁
で
は
な
い
上
に
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
畔
柳
達
雄
著
『
医
療

事
故
と
司
法
判
断
』
〔
二
0
0
二
年
〕
三
四
八
ー
四
九
頁
、
高
田
利
廣
「
都
立

H
病
院
事
件
上
告
審
判
決
」

M
E
D
I
C
A
L
D
I
G
E
S
T
五
三
巻
四
号
〔
―
1
0
0

四
年
〕
七
九
頁
を
参
照
）
、
主
治
医
に
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
本
件
の

A
を
含
め
一
般
の
主
治
医
の
黙
秘
権
を
侵
害
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
の
主
治
医
に
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
は
な
い
と
い
う
方
向
に
、
今
後
、
論
議
が
発
展
す
る
可
能
性
が
で
て
く
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
、
や
は

り
重
要
で
、
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(15)

主
治
医
の
過
誤
に
よ
り
患
者
が
死
亡
し
、
刑
事
事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
医
師
が
複
数
い
る
医
療
機
関
で
は
、
主
治
医
以
外
の
医
師
が

「
検
案
」
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
は
、
本
文
で
い
う
問
題
と
は
論
点
が
異
な
っ
て
く
る
。
だ
が
、
診
療
所
で
は
、
医
師
が
主
治
医
一
人
だ
け
と

二
六
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主治医の医療過誤と医師法ニ一条の届出義務（田中）

二
七

い
う
場
合
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
主
治
医
が
「
検
案
」
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

(
1
6
)本
件
原
々
判
決
の
判
例
評
釈
に
つ
い
て
は
、
畔
柳
•
前
掲
注

(
1
4
)
三
三
一
頁
以
下
お
よ
び
甲
斐
克
則
「
看
護
婦
に
よ
る
医
療
事
故
と
医
師
の
届
出
義

務
」
年
報
医
事
法
学
一
八
号
（
二
0

0
三
年
）
一
三
五
頁
以
下
、
原
判
決
に
つ
い
て
は
、
白
井
智
之
・
実
務
刑
事
判
例
評
釈
[
1
0
七
]
警
察
公
論
二
〇

0
三
年
一

0
月
号
八
一
頁
以
下
を
参
照
。
本
件
事
案
の
概
要
な
ど
は
、
甲
斐
克
則
著
「
医
事
刑
法
の
旅
ー
』
（
二

0

0
四
年
）
一
四
四
頁
以
下
、
拙
稿
・

前
掲
注

(
7
)
八
頁
以
下
を
参
照
。
本
件
の
主
任
弁
護
人
を
務
め
ら
れ
た
高
田
利
廣
弁
護
士
に
よ
る
第
一
審
か
ら
上
告
審
に
至
る
ま
で
の
各
判
決
の
要
旨

と
評
釈
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
•
前
掲
注

(
8
)六
六
頁
以
下
、
同
「
都
立
H

病
院
事
件
控
訴
審
判
決
」
M
E
D
I
C
A
L
D
I
G
E
S
T
五
二
巻
五
号
(
―

1
0
0

三
年
）
四
二
頁
以
下
、
同
•
前
掲
注

(
1
4
)七二
頁
以
下
を
参
照
。

(17)

ヘ
パ
ロ
ッ
ク
（
正
確
に
は
、
ヘ
パ
リ
ン
ロ
ッ
ク
と
い
う
）
と
は
、
間
欠
的
に
末
梢
や
中
心
静
脈
ラ
イ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
に
血
栓
が
生
じ
て
ル
ー

ト
閉
塞
を
起
さ
な
い
よ
う
に
、
一
定
量
の
抗
凝
固
薬
（
ヘ
パ
リ
ン
）
と
生
理
的
食
塩
液
で
ラ
イ
ン
内
を
満
た
す
こ
と
を
い
う
。
高
田
・
前
掲
注

(14)
七

九
頁
よ
り
引
用
。

(18)

本
件
で
、

A
は
保
険
金
請
求
の
た
め
の
死
亡
診
断
書
と
死
亡
証
明
書
に
、
病
死
で
な
い
の
に
病
死
と
記
載
す
る
な
ど
し
、
さ
ら
こ
、
こ
れ
ら
の
文
t
口を

患
者
の
夫
に
同
病
院
事
務
員
を
し
て
交
付
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
被
告
人
と

A
は
共
謀
し
て
い
た
の
で
、
被
告
人
に
は
、
共
謀
共
同
正
犯
と

し
て
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
、
同
行
使
罪
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
は
刑
法
五
四
条
一
項
に
よ
り
一
罪
と
さ
れ
、
医
師
法
ニ
―
条
違
反
の
罪
と
は
併
合
罪
の
関

係
に
あ
る
と
判
示
さ
れ
た
。
本
件
に
お
け
る
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
、
同
行
使
罪
に
つ
い
て
の
事
案
の
概
要
お
よ
び
原
々
判
決
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
畔

柳
•
前
掲
注

(
1
4
)三三
三
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
A
は
、
虚
偽
有
印
公
文
書
作
成
、
同
行
使
罪
に
つ
い
て
は
起
訴
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
罪
に

つ
い
て
、
被
告
人
は
起
訴
．

A
は
不
起
訴
と
い
う
本
件
検
察
官
の
裁
定
は
、
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
畔
柳
・
同
三
四
一

頁。

(19)

原
審
で
の
以
上
の
よ
う
な
認
定
か
ら
す
る
と
、

A
の
届
出
義
務
違
反
の
罪
は
、
一
三
日
の
午
後
一
時
頃
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

(20)

し
た
が
っ
て
、
本
文
で
い
う
「
診
察
」
は
、
た
と
え
ば
「
死
後
診
察
」
と
言
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
が
、
医
師
法
の
こ
れ
ら
の
規
定
で
は
「
診

察
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
「
診
察
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

(21)

こ
の
厚
生
省
医
務
局
長
通
知
の
文
章
は
、
正
確
に
は
③
②
①
の
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
、
論
を
す
す
め
る
便
宜
上
、
①
⑦
希
）
の
順
に
し
た
。

(22)

死
亡
の
届
出
の
さ
い
に
届
書
に
添
付
さ
れ
た
死
亡
診
断
書
や
死
体
検
案
書
（
戸
籍
法
八
六
条
二
項
）
は
、
当
該
市
町
村
で
一
ヶ
月
間
保
存
さ
れ
、
そ
の

後
、
管
轄
法
務
局
、
地
方
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
に
送
付
さ
れ
、
そ
こ
で
、
当
該
年
度
の
翌
年
か
ら
二
七
年
間
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
戸

籍
法
施
行
規
則
四
八
条
お
よ
び
四
九
条
）
。
な
お
、
診
療
録
に
つ
い
て
は
、
五
年
間
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
医
師
法
二
四
条
二
項
）
。
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(30) 

(
2
3
)か
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
畔
柳
•
前
掲
注

(
1
4
)
三
四
九
ー
五
0
頁
が
詳
し
い
。

(24)

死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
場
合
は
、
主
治
医
は
患
者
の
病
状
や
診
療
な
ど
の
全
経
過
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
、
最
終
診
療
か
ら
、
二
四
時
間
以
内
程

度
の
よ
う
に
、
さ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
時
は
、
「
診
察
」
を
す
る
必
要
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
（
つ
ま
り
、
最
終
診
療
と
そ
れ
ま
で
の

診
療
で
得
た
所
見
で
死
亡
診
断
書
を
作
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
。
医
師
法
二

0
条
但
書
は
、
か
か
る
必
要
性
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

な
お
、
本
文
の
行
政
解
釈
③
を
参
照
。

(25)

た
と
え
ば
病
状
を
全
体
的
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
死
体
と
判
断
し
、
「
検
案
」
し
た
結
果
、
「
異
状
」
な
し
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、
届
出
義
務
は
生
じ
な
い
が
、
全
体
的
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。

(26)

こ
う
し
た
原
判
決
と
、
ほ
ぼ
同
じ
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
白
井
・
前
掲
注

(16)
八
五
頁
を
参
照
。
内
藤
惣
一
郎
「
特
別
法
シ
リ
ー
ズ

（
―
二
九
）
医
師
法
」
研
修
六
六
五
（
二
0

0
三
年
）
八
四
頁
も
、
原
判
決
の
か
よ
う
な
立
場
を
評
価
し
て
い
る
。

(
2
7
)た
と
え
ば
、
柴
田
義
彦
著
『
醤
師
の
櫂
利
及
義
務
』
(
-
九
三
一
年
）
六
六
お
よ
び
六
八
頁
、
土
井
•
前
掲
注
(
4
)六
五
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
文
書
を
作
成
す
る
の
は
誰
か
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
こ
の
立
場
は
、
主
治
医
が
診
療
中
の
自
分
の
患
者
の
死
亡
に
つ
い
て
作
成
す
る
の
が
死

亡
診
断
書
で
、
主
治
医
で
な
い
医
師
（
今
ま
で
、
患
者
と
し
て
診
察
し
た
こ
と
の
な
い
場
合
が
多
い
だ
ろ
う
）
が
作
成
す
る
の
が
死
体
検
案
書
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

(28)

か
か
る
立
場
と
し
て
、
野
田
寛
著
『
医
事
法
・
上
巻
』
(
-
九
八
四
年
）
―
二
六
頁
。
喜
多
村
悦
史
1
1
井
上
清
成
1
1
松
崎
道
男
「
急
増
す
る
医
療
事
故

の
刑
事
事
件
化
と
医
師
法
ニ
―
条
（
異
状
死
体
の
届
出
義
務
）
」
地
方
財
政
二

0
0
四
年
八
月
号
二
三
四
頁
も
、
同
じ
立
場
の
よ
う
で
あ
る
。

(29)

た
と
え
ば
、
誰
か
に
鈍
器
で
殴
ら
れ
、
重
大
な
傷
害
を
負
っ
た
被
害
者
が
救
急
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
そ
こ
の
医
師
が
応
急
手
当
を
す
る
と
と
も
に
、
色
々

な
処
置
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
時
間
後
に
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
、
傷
害
致
死
の
疑
い
の
あ
る
「
異
状
死
体
」
で
あ
る
が
、
本
文
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
上
記
医
師
は
数
時
間
で
も
、
医
療
行
為
を
し
て
い
る
か
ら
、
「
診
療
中
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
届
出
義
務
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、

傷
害
致
死
被
疑
事
件
が
隠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
由
々
し
き
こ
と
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
事
件
の
場
合
、
ニ
―
条
の

届
出
義
務
が
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
医
師
は
、
自
主
的
に
警
察
に
通
報
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
立
場

を
と
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
、
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
診
療
所
や
病
院
の
医
療
事
故
の
場
合
は
、
自
主
的
な
届
出
や
通
報

が
期
待
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
か
よ
う
な
立
場
は
、
か
か
る
届
出
が
な
か
っ
た
こ
と
を
擁
護
す
る
こ
と
に
な
り
、
け
っ
き
ょ
く
「
医
療
事
故
隠

し
」
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
件
弁
護
人
の
立
場
の
解
説
に
つ
い
て
は
、

畔
柳
・
前
掲
注

(
1
4
)三四
三
頁
を
参
照
。
喜
多
村
1
1
井
上
1
1

松
崎
•
前
掲
注

(
2
8
)二三
五
頁
も
、
同

ニ
八
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主治医の医療過誤と医師法ニ一条の届出義務（田中）

二
九

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
昭
和
医
会
誌
六
三
巻
五
号
（
二

0

0
三
年
）

じ
立
場
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(31)

な
お
、
黒
澤
太
平
1
1
長
谷
川
智
華
1
1
佐
藤
啓
造
「
『
異
状
死
』

も
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(32)

「
検
案
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
医
師
の
異
状
死
体
の
届
出
義
務
違
反
の
罪
の
規
定
（
医
師
法
ニ
一
条
・
三
三
条
）
と
罪
刑
法
定
主
義
」
法
と

政
治
五
三
巻
一
号
（
二

0
0
二
年
）
八
七
頁
以
下
を
参
照
。

(33)

医
師
法
ニ
一
条
か
ら
す
る
と
、
医
師
は
、
ま
ず
、
当
該
死
体
の
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
文
書
を
作
成
す
べ
き
か
の
判
断
を
し
、
死
体
検
案
書
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
つ
ぎ
に
、
異
状
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
本
文
の
例
の
よ
う
な
場
合
、
両
判
断
は
、
ほ
と
ん
ど
同
時
に
な
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

(34)

医
療
問
題
弁
護
団
ふ
則
掲
注

(
4
)
第
三
、
検
案
医
の
定
義
1
、
4
、
5
は
、
医
師
法
ニ
一
条
で
い
う
「
検
案
」
と
は
、
生
前
に
診
療
し
て
い
た
患
者

で
も
、
そ
れ
以
外
の
患
者
で
も
、
す
べ
て
死
体
に
つ
い
て
医
学
的
に
調
べ
て
死
因
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
「
検
案
」
を
し
た
時
は
、
す
べ
て

死
体
検
案
書
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
弁
護
団
に
よ
る
と
、
死
亡
診
断
書
と
は
、
死
体
を
見
な
い
で
生
前
の
診
断
に
も
と
づ
い
て
死
因
を
証
明
す
る
場

合
に
作
成
す
る
文
書
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
要
す
る
に
、
死
体
を
見
た
時
は
「
検
案
」
で
死
体
検
案
書
と
な
り
、
死
体
を
見
な
か
っ
た
時
は
死
亡

診
断
書
に
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
見
解
に
対
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
死
体
を
見
な
い
で
、
死
亡
を
確
認
し
た
り
死
因
を
判
断
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
（
つ
ま
り
、
こ
の
見
解
か
ら
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
「
検
案
」
で
、
死
体
検
案
書
を
作
成
す

べ
き
場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
）
、
死
亡
診
断
害
の
存
在
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
第
二
に
、
死
体
を
見
た
か
否
か
に
よ
っ
て
両
文

書
を
区
別
し
て
い
る
が
、
か
か
る
区
別
は
、
あ
ま
り
に
も
形
式
的
で
あ
り
、
も
っ
と
実
質
的
な
理
由
か
ら
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
こ
で
い
わ

れ
て
い
る
「
検
案
」
に
は
、
筆
者
が
い
う
「
診
察
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
（
筆
者
が
い
う
死
亡
診
断
書
を
作
成
す
べ
き
時
は
、
筆
者
の
立
場
か

ら
は
「
診
察
」
で
あ
る
が
、
こ
の
見
解
か
ら
は
「
検
案
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
、
両
者
が
峻
別
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
か
ら
、
医
療
問
題
弁
護
団
の
こ

う
し
た
見
解
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

(
3
5
)日
本
法
医
学
雑
誌
四
八
巻
五
号
(
-
九
九
四
年
）
三
五
七
—
五
八
頁
。
本
稿
の
注

(
8
)で
引
用
し
た
判
例
も
広
義
に
解
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
東
京

地
八
王
子
支
判
昭
四
四
・
三
・
ニ
七
刑
月
一
・
三
・
三
一
三
は
「
…
死
体
の
異
状
と
は
単
に
死
因
に
つ
い
て
の
病
理
学
的
な
異
状
を
い
う
の
で
は
な
く
死

体
に
関
す
る
法
医
学
的
な
異
状
と
解
す
べ
き
…
」
と
し
て
い
る
。
医
療
問
題
弁
護
団
・
前
掲
注

(
4
)
第
二
、
異
状
死
の
定
義
1
、
5
も
、
広
義
に
解
し
、

基
本
的
に
は
日
本
法
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
し
た
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
か
よ
う
な
広
義
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注

(32)

八
九
頁
以
下
を
参
照
。

四
七
四
頁
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(36)

た
と
え
ば
二
0

0
一
年
三
月
の
社
団
法
人
日
本
外
科
学
会
「
声
明
診
療
に
関
連
し
た
『
異
状
死
』
に
つ
い
て
」
日
本
外
科
学
会
雑
誌
一

0
二
巻
三
号

（二
0

0
一
年
）
、
二
0

0
一
年
四
月
お
よ
び
六
月
の
日
本
外
科
学
会
他
―
二
の
臨
床
医
学
系
学
会
「
声
明
診
療
に
関
連
し
た
『
異
状
死
』
に
つ
い
て
」

日
本
外
科
学
会
雑
誌
一

0
二
巻
七
号
（
二

0

0
一
年
）
、
外
科
系
関
連
学
会
協
議
会
「
診
療
行
為
に
関
連
し
た
患
者
の
死
亡
・
傷
害
の
報
告
に
つ
い
て
」

日
本
外
科
学
会
雑
誌
一

0
三
巻
九
号
（
二
0

0
二
年
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
古
川
・
前
掲
注

(13)

一
三
頁
以
下
の
資
料
を
参
照
。

(
3
7
)こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
古
川
•
前
掲
注

(
1
3
)
九
頁
以
下
、
武
藤
輝
一
「
『
異
状
死
』
の
届
出
に
関
連
し
て
の
提
言
」
日
本
外
科

学
会
雑
誌
一
0
四
巻
―
一
号
（
二
0
0

三
年
）
八
0
五
頁
以
下
を
参
照
。
•

(38)

日
本
法
医
学
会
「
日
本
法
医
学
会
『
異
状
死
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
つ
い
て
の
見
解
」
日
本
法
医
学
雑
誌
五
六
巻
二
1
1

三
号
（
二
0

0
二
年
）
三
一
五
頁

以
下
。
な
お
、
勝
又
義
直
「
わ
が
国
の
死
体
検
案
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
医
療
事
故
死
の
取
り
扱
い
」
日
本
腎
事
新
報
四
0
四
七
号
（
二
0

0
一
年
）
七
三

頁
以
下
も
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(39)

た
と
え
ば
「
明
ら
か
に
危
険
性
の
予
測
さ
れ
る
手
術
合
併
症
に
よ
る
死
亡
」
は
「
異
状
死
」
で
は
な
い
（
本
文
参
照
）
、
つ
ま
り
、
「
ふ
つ
う
の
死
」
と

日
本
法
医
学
会
は
い
う
が
、
は
た
し
て
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
手
術
の
難
易
度
と
か
予
測
さ
れ
る
合
併
症
が
客
観
性
を
有
す
る
と
し
て
も
、
あ
る

い
は
、
患
者
や
遺
族
の
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
（
日
本
法
医
学
会
・
前
掲
注

(38)
＝
二
五
頁
を
参
照
）
、
さ
ら
に
、
医
師
等
の
医
療
従
事
者
に
落
度

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
、
「
一
か
八
か
」
の
手
術
に
よ
る
死
亡
の
場
合
は
、
「
ふ
つ
う
の
死
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
疑
問
で
あ
る
。

(
4
0
)拙
稿
•
前
掲
注

(
3
2
)
九
0
頁
以
下
。
な
お
、
「
明
確
性
の
原
則
」
は
、
国
会
で
法
律
の
形
式
で
制
定
さ
れ
た
狭
義
の
法
律
に
よ
っ
て
「
明
確
」
化
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
原
則
で
あ
る
が
、
上
記
拙
稿
で
は
、
か
か
る
法
律
だ
け
で
な
く
、
判
例
、
省
令
お
よ
び
行
政
解
釈
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
て
「
明
確
」
化
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
上
記
拙
稿
七
四
頁
を
参
照
。

(41)

こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
大
津
浩
「
交
通
事
故
の
報
告
義
務
と
黙
秘
権
」
憲
法
判
例
百
選
II
（
第
四
版
、
二
0
0

0
年
）
・
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
五

号
・
ニ
六
六
ー
六
七
頁
を
参
照
。

(42)

現
行
の
道
路
交
通
法
七
二
条
一
項
後
段
は
、
こ
の
「
事
故
の
内
容
」
と
い
う
言
葉
に
代
え
て
、
「
…
当
該
車
両
等
の
運
転
者
・
・
・
は
…
直
ち
に
最
寄
り
の

警
察
署
…
の
警
察
官
に
当
該
交
通
事
故
が
発
生
し
た
日
時
及
び
場
所
、
当
該
交
通
事
故
に
お
け
る
死
傷
者
の
数
及
び
負
傷
者
の
負
傷
の
程
度
並
び
に
損
壊

し
た
物
及
び
そ
の
損
壊
の
程
度
、
当
該
交
通
事
故
に
係
る
車
両
等
の
積
載
物
並
び
に
当
該
交
通
事
故
に
つ
い
て
講
じ
た
措
置
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
（
罰
則
は
、
同
法
―
一
九
条
一
項
十
号
）
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
最
高
裁
判
例
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
違
憲
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
け
れ
ど

も
、
理
論
的
に
は
、
い
ま
だ
に
合
憲
説
と
違
憲
説
の
対
立
が
あ
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大
津
・
前
掲
注

(41)
二
六
七
頁
を
参
照
。

本
文
で
は
、
「
…
供
述
義
務
は
な
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
、
運
転
者
に
報
告
義
務
を
課
す
こ
と
が
、
憲
法
違
反
で
な
い
よ
う

(43) 

三
〇
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い
ず
れ
別
稿
で
検
討
す
る
が
、

こ
こ
で

な
表
現
を
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
検
討
を
要
し
、
違
憲
の
疑
い
が
で
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

は
、
本
稿
の
後
の
論
議
に
差
し
支
え
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
い
ち
お
う
合
憲
と
し
て
お
く
。

(44)

以
下
の
注
で
は
、
主
治
医
に
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
す
る
説
を
違
憲
説
、

違
反
し
て
い
な
い
と
す
る
説
を
合
憲
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(
4
5
)た
と
え
ば
白
井
（
合
憲
説
）
•
前
掲
注
(
1
6
)八六
頁
は
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
原
判
決
の
判
断
も
「
…
従
前
の
判
例
に
沿
っ

た
妥
当
な
も
の
で
あ
る

．．．
 
」
と
さ
れ
て
い
る
。
内
藤
（
合
憲
説
）
前
掲
注

(26)
八
五
頁
も
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
医
療
問
題
弁
護
団
（
合
憲

説
）
•
前
掲
注
(
4
)第
四
、
憲
法
三
八
条
一
項
と
の
関
係
の
と
こ
ろ
で
も
、
同
じ
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
上
で
、
医
師
法
ニ
―
条
に
、

公
衆
衛
生
・
死
因
調
査
な
ど
の
重
要
な
公
益
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
現
代
に
お
い
て
は
、
合
憲
と
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(46)

佐
伯
仁
志
（
違
憲
説
）
「
異
状
死
体
の
届
出
義
務
と
黙
秘
権
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
―
二
四
九
号
（
二

0
0
1
―
一
年
）
七
七
頁
が
「
…
検
案
を
行
っ
た
医
師
か
ら

届
出
を
受
け
た
捜
査
官
が
犯
罪
捜
査
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
死
体
を
検
案
し
た
日
時
・
場
所
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
検
案
を
行
っ
た

医
師
が
な
ぜ
異
状
死
と
判
断
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
死
体
の
状
況
や
死
に
至
っ
た
経
送
の
説
明
が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
の
考
え
は
、
本
文
の
筆
者
の
考
え
と
、
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
か
と
思
わ
れ
る
。

（
打
）
か
よ
う
な
見
解
と
し
て
、
た
と
え
ば
佐
伯
（
違
憲
説
）
•
前
掲
注(
4
6
)
七
八
頁
を
参
照
。

話
）
佐
伯
（
違
屯
説
）
•
前
掲
注

(
4
6
)七八
頁
は
「
…
医
師
法
ニ
一
条
の
目
的
が
公
衆
衛
生
・
死
因
調
査
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
報
告
の
対
象
を
異
状
死

に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
し
、
届
出
先
が
警
察
署
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
理
解
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
喜
多
村
1
1
井
上
1
1
松
崎
（
違

憲
説
）
•
前
掲
注
（
2
8
)―
-
三
九
頁
も
「
・
・
・
な
ぜ
届
出
先
が
警
察
署
な
の
か
と
い
う
疑
間
が
つ
き
ま
と
う
」
と
し
て
い
る
。

(49)

筆
者
は
、
「
異
状
死
体
」
の
届
出
が
警
察
官
に
よ
る
被
害
の
拡
大
防
止
に
、
ま
っ
た
く
役
立
た
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
（
医
療
過
誤
で
は
な

く
、
た
と
え
ば
、
殺
人
や
傷
害
致
死
と
い
っ
た
通
常
の
犯
罪
の
場
合
で
、
犯
人
が
多
数
の
人
を
殺
害
し
よ
う
と
企
て
て
お
り
、
最
初
の
被
害
者
を
殺
害
し
、

そ
の
死
体
を
「
検
案
」
し
た
医
師
が
「
異
状
死
体
」
と
し
て
警
察
に
届
け
出
た
場
合
、
警
察
官
は
、
捜
査
等
に
よ
り
、
つ
づ
く
第
二
•
第
一
―
一
の
殺
人
行
為

を
阻
止
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
）
。
本
文
で
は
、
主
治
医
が
起
こ
し
た
医
療
過
誤
の
場
合
の
届
出
義
務
の
公
益
上
の
必

要
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
の
根
拠
の
一
っ
と
し
て
、
警
察
官
に
よ
る
被
害
の
拡
大
の
防
止
と
い
う
点
を
あ
げ
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
説
得

力
が
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(50)

本
件
最
高
裁
は
、
医
師
法
ニ
一
条
の
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
の
公
益
上
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
、
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
事
項
の
供
述
ま
で
強
制
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
医
師
免
許
に
伴
う
社
会
的
責
務
を
課
す
こ
と
と
い
っ
た
諸
点
を
総
合
的
に
評
価
し
て
、
か
か
る
届
出
義
務
を
課
す
こ
と
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三

は
憲
法
三
八
条
一
項
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
本
章
本
文
で
は
、
こ
れ
ら
三
点
を
個
別
的
に
検
討
し
て
、

本
件
最
高
裁
判
決
は
支
持
で
き
な
い
と
し
た
が
、
総
合
的
な
面
か
ら
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
個
別
的
な
面
か
ら
は
、
妥
当
で
な
い
点
や
問

題
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
総
合
的
な
面
か
ら
評
価
し
て
、
上
記
憲
法
違
反
に
は
な
ら
な
い
と
の
結
論
に
至
る
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
、
本
章
で
も
、
か

よ
う
な
総
合
的
な
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
総
合
的
な
評
価
そ
れ
じ
た
い
が
、
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
た
と

え
ば
、
総
合
的
に
評
価
し
て
憲
法
違
反
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
総
合
的
に
評
価
し
て
憲
法
違
反
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
、
論
者
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
、
見
方
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
っ
て
く
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
か
よ
う
に
あ
い
ま
い
な
面
か
ら
憲
法
問
題
を
論
ず
る
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
面
か
ら
の
検
討
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
、
本
章
本
文
で
は
、
個
別
的
な
検
討
だ
け
に
と
ど
め
た
。

(
5
1
)佐
伯
（
違
憲
説
）
•
前
掲
注
(
4
6
)七七
頁
は
、
「
医
療
倫
理
の
観
点
か
ら
、
医
師
が
医
療
過
誤
の
事
実
を
報
告
す
べ
き
相
手
方
は
、
警
察
署
で
は
な
く

患
者
（
そ
の
家
族
・
遺
族
）
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

(52)

こ
の
よ
う
な
各
種
の
事
件
の
判
例
を
検
討
す
る
と
、
一
方
が
無
罪
で
他
方
が
有
罪
と
な
っ
た
理
由
は
わ
か
る
こ
と
が
多
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事

件
で
も
、
患
者
の
死
体
を
「
検
案
」
し
た
時
点
あ
る
い
は
「
検
案
」
し
た
医
師
が
「
異
状
死
」
と
し
て
届
け
出
よ
う
と
し
て
い
る
時
点
で
は
、
警
察
の
捜

査
の
対
象
に
な
る
の
か
、
不
起
訴
処
分
（
起
訴
猶
予
処
分
を
含
む
）
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
起
訴
さ
れ
て
有
罪
に
な
る
の
か
無
罪
に
な
る
の
か
は
、
予

測
で
き
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
か
よ
う
な
不
明
確
さ
は
、
な
に
も
医
療
事
故
の
場
合
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
過
失
犯
全
般
に

い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
も
ち
ろ
ん
、
過
失
が
あ
る
と
か
、
な
い
と
か
が
明
白
な
場
合
も
あ
る
が
）
。

(53)

こ
の
よ
う
に
主
治
医
が
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
か
否
か
が
「
不
明
確
な
場
合
」
と
か
、
本
文
で
次
に
述
べ
る
「
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

い
え
る
場
合
」
は
、
主
治
医
に
業
務
上
過
失
致
死
罪
が
成
立
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
っ
た
場
合
で
な
い
し
、
ま
た
、
成
立
す
る
可
能
性
が
高
い

場
合
で
も
な
い
か
ら
、
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
の
患
者
の
死
体
は
「
異
状
死
体
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
（
前
章
二
の
本
文
を
参
照
）
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
主
治
医
に
は
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
は
な
く
、
黙
秘
権
を
問
題
に
す
る
余
地
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば

日
本
法
医
学
会
の
「
『
異
状
死
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
よ
う
に
「
異
状
死
体
」
を
広
く
解
す
る
立
場
（
前
章
冒
頭
の
本
文
参
照
）
も
あ
る
の
で
、
本
章
の

本
文
で
は
、
筆
者
の
上
記
立
場
を
は
な
れ
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
、
届
出
義
務
が
問
題
と
な
る
「
異
状
死
体
」
と
し
て
論
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

(54)

筆
者
が
以
前
に
鹿
児
島
大
学
医
学
部
法
医
学
講
座
の
教
官
を
し
て
い
た
頃
に
司
法
解
剖
の
介
助
を
し
た
事
件
（
拙
著
・
前
掲
注

(
l
)
の
「
は
し
が
き
」

の
一
頁
を
参
照
）
、
お
よ
び
、
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
司
法
警
察
員
の
す
る
擬
律
判
断
に
協
力
し
た
事
件
（
同
書
「
は
し
が
き
」
の
二
頁
を
参
照
）

の
な
か
に
は
、
筆
者
と
し
て
は
「
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
る
場
合
」
と
思
っ
た
医
療
事
故
の
事
件
で
、
後
日
、
警
察
の
捜
査
が
開
始

さ
れ
た
の
が
数
件
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
有
罪
に
な
っ
た
か
否
か
は
、
関
係
者
に
聞
か
な
か
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
、
わ
か
ら
な
い
が
、
当
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時
の
捜
査
の
状
況
な
ど
か
ら
す
る
と
、
有
罪
に
な
っ
た
の
も
、
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(55)

「
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
と
黙
秘
権
」
の
問
題
に
関
す
る
最
近
の
論
文
と
し
て
、
川
出
敏
裕
「
医
師
法
ニ
―
条
の
届
出
義
務
と
憲
法
三
八
条
一
項
」

法
学
教
室
二
九
0
号
（
二

0
0
四
年
―
一
月
）
四
頁
以
下
が
あ
る
が
、
こ
の
論
文
に
接
し
た
の
は
、
本
稿
の
脱
稿
の
寸
前
で
あ
っ
た
た
め
に
、
今
回
、
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
稿
で
の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

三
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